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I調査に至るいきさつと経過

い 0

['

松江市では、住宅需要のひっ迫にともなって計画的な宅地を供給するため、郊外の水田地帯の宅地

化を促進することになり、北部 (川津)に続いて南郊乃木地区において、土地区画整理事業を計画し

女二。

事業の概要は、昭和 54年から昭和 59年度にかけての 6年間で、総面積 72.64 haの 山林、水田を区

画して道路等を設けるもので、完成後は宅地、商業用地として利用されることになっている。

ところが、この計画区域内に周知の遺跡として、下沢遺跡・乃木二子塚古墳 (前方後方墳、 30m)

二子塚古墳 (円墳 。15m、 半壊)の 3遺跡の所在が明らかであったので、これらの取り扱いについて

県教委文化課、松江市教育委員会社会教育課、松江市都市開発部区画整理課の三者で協議がなされた

が、下沢遺跡と二子塚古墳については事前の発掘調査を実施して、その内容を把握することで一致し

た。しかし、乃木二子塚については全長 30m以上の前方後方墳と推定され、既に島根県指定文化財の

候補にあがっていたことから、区画整理課と再度協議の結果、史跡公園として現状保存することにな

った。

一方、この区域内の低丘陵地や畑地にもまだ多くの遺跡が埋もれているのではないかと思われたの

で県教委文化課の指導のもとに昭和55年 11月 28日 に全域の分布調査を実施 した。その結果、長砂

(ながすな)古墳群、潜松古墳推定地、後友田古墳、南友田遺跡、友田遺跡、向原古墳群が新たに発

見され事前に発掘調査を実施することになった。

発掘調査は、下沢遺跡 (昭和 55年 3月 4日 ～同年同月 27日 )、 長砂古墳群 (昭和 55年 7月 8日 ～

56年 1月 25日 )、 港松古墳推定地 (昭和 56年 6月 4日 ～同年同月 17日 )、 後友田古墳 (昭和56年

6月 ～ 7月 )、 友田遺跡 (昭和 56年 7月 ～昭和 57年 10月 )、 向原古墳群 (昭和 57年 4月 12日 ～同

年 6月 7日 )、 南友田遺跡 (昭和 57年 5月 24日 ～同年 7月 8日 )、 二子塚古墳 (昭和 57年 8月 ～昭

和 57年 12月 )について実施 した。
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1.調 査 の 概 要

本遺跡は、従来か ら黒曜石片の散布地 として知 られているが、他に乳棒状石斧や凹石 も採集されて

いる。所在地は、乃木二子塚古墳の墳丘東側直下の畑地一帯で、 lo m× 20mの範囲に黒曜石片が多

数散布 している。調査では、その畑地に南北方向に長 さ 12m、 幅 2mの トレンチ (Bト レンチ)と 、

それに直交 し墳丘側へ東西方向に長さ34m、 幅 2mの トレンチ (Cト レンチ)を設けた。また、畑

地の東側に隣接する細長い水田地 (現在休耕田)に は、東西方向に長 さ 30m、 幅 2mの細長い トレン

チ (Aト レンチ)を設けて、その中ほどに直交するサブ トレンチを設けた。以下に、各 トレンチの調

査概要を述べてみたい。

Aト レンチ

トレンチの最西端では、耕作土上面から約 20 cmで地山に達する。堆積土層は耕作土以外にはない。

地山は、明褐色粘性上である。 トレンチ最西端から195m東寄りの地点で低い段を形成し、その段差

は約 10 cmほ どである。

段から東へ向けて地山は徐々に下がり、東端では表土から1.05mを測る。その間、最上層である耕

作土層から地山面までの堆積土は 5層 に分かれ、ほとんど水平方向に堆積 している。耕作土直下の第

2層 は褐色砂質土、第 3層は灰色粘土層、第 4層は暗灰色粘土層、第 5層は淡灰色粘土層でいずれも

粘性が強く水田化するために客土された可能性が強い。第 6層は灰色砂質上で水田形成以前の自然の

堆積上であろう。

遺物は主に トレンチの中ほど (西端から15clll)ま での区間で、表土から最下層の灰色砂質土までの

殆んどの中間層から黒曜石片が出土するが、いずれも長さ 1～ 3 cm程度の小片で、加工されたものは

ほとんどない。出上の密度は、耕作土とその下層との界面、及び地山直上が多い。

土器類では、土師器と思われる小片が地山直上の灰色砂質土から出上 している。それ以外にも、須

恵器、土師器片が若千出上 しているが、いずれも耕作土層中である。サブ トレンチの西壁の状況につ

いて若千ふれると、南端では耕作土上面から地上面まで40 clll余 り、北端では 90 clllを 計る。 つまり南

側 (山側)か ら北側 (水 田中心部)へ向けて傾斜 している様子がつかめた。

Bト レンチ

南端における地山は、表土か ら46 caあ り、北へ向けて徐 々に傾斜 しており、 しっかりした段を形成

していない。 トレンチ中央部における地山は、表土から l III余 りを計り、北部では 20 clllの 段を設けて

地山面が上がっている。これ らのことか ら、全体としては大きな濠になるものと思われるが、 しっか

りした段を設けていないので、かなり粗雑な加工と言える。この トレンチは、Aト レンチと同様には

ば水平方向に堆積するが、 トレンチ中央部では 9層 に区分された。最上層は耕作上であるが、第 2層

～第 5層 までは、褐色粘性土 とそれよりやや黒い暗褐色粘性上が交互にあらわれる。第 6層は暗灰色

粘性土層となるが、ほとんど粘土 に近 く、第 7層 は黄色粘土層となる。第 8層 は黒色上で、北端で厚

さ 4 cn、 中央部で 10 clllを 計 り、南端より2mの ところで終 っている。最下層は褐色の砂質上である。
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Aト レンチで見られなかった黒色土層が検出されたことは、この面まですでに堀 り込まれ、有機物が

堆積 した可能性があり、乃木二子塚古墳により近い トレンチであることからも濠の存在が考えられる。

出土遺物は大別 して、土器と石器類に分類される。土器は須恵器片と土師器片に分かれるが、須恵

器は最も古い形成のものでは、山陰地方でいう須恵器のⅡ型式に併行するものと、奈良時代頃の高台

付の皿が出上 している。

土師器は、平底の壷の底部や 5の字□縁の一部が出土 している。この内、須恵器や土師器片は第 5

層目までの堆積土層から多く出土 してぃる。黒曜石片は第 7層目までの堆積土層から多く出上 した。こ

の内、完成品としての石欽は 3点出土 している。このうち、 2点は地山直上の黒色土層中から、 1点

は最上層の耕作土層中から出土 した。このほか、ほとんどの層から未製品の黒曜石や、細片が検出さ

れている。

Cト レンチ
                                     0

Bト レンチと同時に、水平方向に堆積 し、東端で 9層 に分割される。土層の構成上Bト レンチと同

様である。 トレンチ中央部では、南北に走る段が検出された。落差 60 clllを計り、東側 (Bト レンチ干

方向)に向けて落ち込んでいる。恐らくBト レンチで検出された濠に結びつくものと考える。しかし、

Bト レンチ内の濠については、前述した通りしっかりしたものではなく、傾斜の変換点 (濠の上端と

下端)が明確にはつかめないものであったのでヽ Cト レンチの段と対をなすものであるか、あるいは

結びつくかどうか積極的には断定 し難い。 (そ の後の乃木二子塚に関連 した調査で、このCト レンチ

の段は、古墳側の周濠の壁を形成 したもので、Bト レンチ中央の段とは結びうかない可能性が強いと

判断されるに至っている。)

出土遺物は、第 5層 までの堆積土層から土師器片が、第 5層、第 6層 目からは黒曜石片が多く出土

している。

O
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2.遺構と出土遺物の検討

1)遺構について

Bト レンチ及びCト レンチにおいて検出された段及び濠は、乃木二子塚に関連して構築されたも`

のと考えられるが、Cト レンチの顕著な段にくらべて、Bト レンチの濠はその斜面があまり男確で

はないことから、さらに トレンチの中間点を調査して相互の関連を明確にしなければならない。ま

た、下沢遺跡に関係すると思われる遺構は全く確認されなかった。

ところで、この濠は大きく見ると乃木二子塚の東側において、墳丘にほぼ平行 して開削されてい

るようである。現在、乃木二子塚の北側水田中に、長さ148m、 幅 3.3m、 高さ05～ 06mの 長

方形を呈する土塁状の高まりが遺存しており、墳丘との間は水田よりやや低く、常時滞水の状態と

なっている。このことから、乃木二子塚の周濠と外堤が残っているのではないかと、従来から言わ

れてきた。今回、B、 Cト レンチ内で検出した濠も乃木二子塚の濠であり、恐らくその土塁につな

がっていくのではないかと思われる。こう考えてくると、乃木二子塚の墳丘の東と北側において濠

の存在することがほぼ推定される。

2)遺 物について

ィ)黒曜石製石鏃……完成品が 4点発見された。半製品は確認されていないが、刃部が認められ石

欽以外の製品を作ろうとした形跡のある大形半製品が 2点、小形半製品が 1点出土 している。他

は黒曜石の石片が各層から出上 しているが、その数は百片以上になるものと思われる。これらの

ことから、遺跡周辺で隠岐島 (山陰地方における黒曜石の唯―の産地)か ら、物々交換で手に入

れた黒曜石の石塊を打ち欠いて、石鏃などの道具に加工していたものであろう。

しかし、この黒曜石にどんな土器が伴なうものなのか全 く不明であり、石鏃の製作使用された

時代もはっきりしない。    ォ

ロ)石器……黒色買岩製の石器が 1点出土 している。両側面から先端部にかけて大きく打ち欠いて

刃を付けたもので、茎部は折損している。石質は軟質で時期は不明。他に叩き石と思われるもの

が数点出土 している。

ノう 土器類……濠中から多く出土 した。須恵器片の内、大型の甕と小型の壷の破片は内面叩き文を

ナデて消去しており、この特徴から山陰地方須恵器の第Ⅱ型式になるものと思われる。実年代で

いうとほぼ 6世紀前半を中心とした頃である。

他に高台付の須恵器皿 (奈良～平安時代)も 出土 している。

土師器は 5の字形の□縁をした壺もしくは甕の口縁の破片があり古墳時代前期末頃 (西暦 4世紀

末頃)の ものと思われる。他に糸切底の土器 (平安時代)も 出土 している。
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従来から黒曜石類の散布地として知られていたが、調査の結果、明確な遺構は確認されず、遺物類

は濠中から出上 した。この濠は調査時点でも乃木二子塚に伴うものと推定 していたが、その後、昭和

56年度に実施した乃木二手塚の詳細分布調査では、後方部の南部からほぼ直角に折れ曲った濠と、後方

部の北部の濠が確認されたので、これらの濠が下沢遺跡の濠と一体となるものと考えることが可能で

ある。

そうであれば、濠中の遺物は、乃木二子塚古墳の濠築成以後に堆積したものと考えられる。このこ

とから土器、石器類は、当初遺跡周辺一帯に存在 したであろう住居跡等の遺構に伴っていたものが、

古墳築成時に、掘削撹乱を受け、一部は盛土中に混入され一部は、周辺に埋没 したものであろう。

|

―A―
多

4

◆

~へエー盗―A――
¢    珍

   多
1          2          3

黒曜石製石鏃

黒曜石製のクレイパー

頁岩製石製品

そうであるから、出土遺物に石

鏃もあれば、古式上師器や須恵器

も混在 していることもうなずける

ものである。

ただ、石鏃が出土するから縄文

時代の遺跡であるといわれるが、

松江市内には、縄文土器や弥生土

器を伴わない遺跡も数多くあるこ

とから古墳時代にも石鏃が製作、

使用された可能性も捨て切れない。

今後、石欽出上の遺跡の調査や

石鏃の編年による年代観の見通 し

がたてば、事情がもう少 し明らか

になるであろう。 (中尾秀信・岡

崎雄二郎 )

黒曜石未製品

第 5図 遺 物 実 測 図

-8-
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1.遺跡の位置と歴史的環境

長砂古墳群は松江市上乃木町字長砂 2736、 2739、 2740、 2742の 各番地に所在する。松江市街

より約 4 5km南 方の低丘陵上に位置する。付近一帯には乃木二子塚古墳、下沢遺跡、友田遺跡、向

原古墳群、田和古墳群、向荒神古墳等乃木地区の代表的な遺跡群が隣接集中 している地域である。

乃木二子塚古墳は、既に古 くから土地の人々に知 られていた。戦後、昭和 22年、同 29年 の 2回

この古墳の測量が行われ、昭和 56年 には松江市教育委員会において古墳の規模と概要の把握のため

の調査を行い若子の出土品もみている。その結果、中軸長 36m、 前方部高 225m、 後方部高 4m

を測る。周濠をめぐらした前方後方墳であり、出土品からほぼ 6世紀前半期に構築されたものであ

ることが確認されている。

第 6図  長砂古墳群平面図

▲
マ

14号墳

13号墳

-9-
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下沢遺跡は縄文～弥生期の遺跡散布地として知られていたが、その位置が不明確であったことから

範囲と概要を明確にする目的で、昭和 55年 と同 56年 の 2度 にわたり調査を実施している。その結果

土師器片、須恵器片、黒曜石製の石鏃が出上 したが、縄文～弥生期に推定される遺物や遺構は発見さ

れず、近 くに何らかの遺構があったことは知 られるが下沢遺跡に該当する証明は得られなかった。

友田遺跡及び向原古墳群は、長砂古墳群の位置する丘陵に連なる南西の丘陵上に位置し、友田遺跡

には長方形墳 5基、向原古墳群には方墳 2基、円墳 2基 が確認されていた。昭和56年 4月 、松江市教

育委員会で調査を行い、友田遺跡からは弥生期の土壊墓 26基と、四隅突出型方形墓や弥生期の墳丘墓

群が発見され、また、向原古墳群では鉄製の直刀や須恵器蓋郭等が出土 しており、この調査について

は別項に所収のところである。

田和古墳群は、友田遺跡の西方、 0.2 km程 の丘陵上にある。友田遺跡関連の分布調査で、この丘陵

を踏査 したところ、前方後円墳 2基、方墳 6基、円墳 2基からなる大規模な古墳群があることがわか  |
っている。

向荒神古墳は、長砂古墳群の東北 1 5kmの ところにあり、墳頂部には荒神さんがまつられて、古く

から地元住民に知られていた。道路改良工事に伴い、事前に周辺部の発掘調査を実施し、一辺 18mの

方墳で、深さ96銅 、上端幅 416mの周濠を有し、古墳時代中期～後期にかけての乃木地区では最大

級の方墳であることが確認されている。

-10-
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第 1表  墳丘及び主体部法量一覧

`0

古墳

番号

墳形

墳 丘 規 模 主 体 部 法 量

辺
＞ｍ

一

く 講
⑪

位 置
盛土 表面 か ら
上端までの深さ

平  面  形 藤
⑪

幅

ｍ

深 さ
(m)

1 方 16.9× 166 1 24
土
中
盛
層

(clll)

18 隅 丸 長 方 形 2 63 0,70 0 31

3 127× 120 0 74 18 い び つ な
長 方 形

211 0_62 0 12

115× 12.1 0 82 長  方  形 2 29 0 70 0 11

略 円 0 55 基 盤 30
広
形方

幅
長

1 79 0 56 0 05

方 10,9× 100 1 03 盛 土 隅 丸 長 方 形 2 31 0 61 0 09

87× 10.4 0 87 な
形

う
方び娠

い
隅

2.22 0 56 0 21

8 略 円 93 0.98 5 長  方  形 2 10 0.48 0 20

9 方 73× 80 0 53 20
いびうで狭長な
隅 丸 長 方 形

1 91 0 46 011

10 54× 6.1 0 42 20 幅 広 長 方 形 2 32 1 33 0 12

12.8× 13.2 1,41 直  下
形
形

方
字Ｕ

長
面
略
断 2.41 0 54 0 18

8.6× 8.3 1.89 な
形方

長
長丸

狭
隅 1.72 0 42 0 19

14 122× 11.0 1 19
な
形

長
方

狭
長

2. 13 0 42 0 19

略 円 8.6 0 45 10 幅 広 長 方 形 4 75 2 75 0 45

略方 7.4× 70 0 95

45 な
形

つび
方

い
長

0 71 0 42 0 16

南 45 長  方  形 0 86 0 35 0 15

方 7.3×  6.6 0 90

18 8.3× 68 0 40 方長 形 1 77 0 51 0 12

-11-
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第 2表  長砂古墳群出土遺物一覧
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2.各古墳の調査概要

本古墳群は、乃木二子塚古墳のす ぐ南側に派生する、比較的平担な丘陵に立地する。分布調査の過

程では、計 18基の古墳が 4つ の尾根に分散 していることがわかり、 これを 4群に分ち調査の便をはか

ることとした。すなわち、第 1支群を第 1号墳～第 4号墳までの 4基 とし、第 2支群は第 5号墳～第

H号墳までの 7基、第 3支群は第 12号墳～第 17号墳までの 6基、第 4支群は第 18号墳 1基である。

調査は第 2支群か ら開始 し、第 1支群、第 3支群、第 4支群と順次発掘を行 った。以下に各古墳の

概要と出土遺物について記 したい。

調 査 前 調 査 後

引

呵

司

9          19m

第 7図  1号墳平面図

篭笠Lll

―
十
土
Ｗ
Ｗ
Ｖ
！
Ｎ

◆

‐

lm

-13-

第 3図  1号墳主体部実測図
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第 1号墳

【墳丘】 本古墳群の北側西寄にある第 1支群中最大で、

本古墳群中でも最大の方墳である。南北長 169m、 東西

長 166m、 高さ 124mを測る。墳丘東側には幅 35 clll、

深さ13 crllの 浅い周濠を有する。北側は墳裾まですでに

削平されており周濠の確認は出来なかった。南側及び西

側は墳裾から50～ 60 cmの平坦を設けたのち、すぐに急

な斜面となっている。丘陵先端の平坦面に、ほぼ現在の

形状に盛土を施 し、墓域を画定するために墳裾を 20 clll

程削平し横築 したものと思かれる。

【主体部】 墳丘中央に東西方向に向って位置し、長さ

263m、 幅 07m、 深さ031mを測る。墳丘表土より

10 clllで 主体部上端に達 している。この上墳の中央南側

面床部分から、鉄製直刀 1振及び鉄鉄が 2個体分、また

土師器片が 5～ 6片 、内部にちらばって出土 した。直刀

は、現存長 73 cm、 刃幅は切先のつけねで 2 5clll、 中央

部で 3 clllを 測る。 (50図 1)鉄 鏃は逆刺部、茎部を欠

損しており、刃巾および茎長は実測することは出来ない

が、現存長 17 cm以 上、刃巾 1 0 clllを 測る。 (50図 2)

【遺物】 主体部内の遺物の他、墳丘の南側裾と東側裾

にそれぞれ 1個体の高杯が供献されていた。 (50凶 4)

また、墳頂部の表土中、主体部の上端面から5 clll程上部

で、土師製の大型甕の一部と思われる土器片が 20片 以

上検出された。 (50凶 3)

第 2号墳

第 1号墳の南側に位置する。当初は独立 した古墳であ

ると考え、番号を付 したが、表土を削り取った結果、墳

丘がはっきりと断定出きる地形的な変化や、人為的な耕

作のあとが認められなかった。主体部とおぼしき上躾も

発見出来ず、 レベル差が40 clll弱であることなどから、単

なる地形上の変化にすぎないものと判断した。

「
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
コ

日

曲
　

　

　

　

　

　

　

　

ｏ

|

区
恒
室
Щ
饗
却
中

召
　

図

Φ
恐

珊
量
相
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第 3号墳

【墳丘】 第 2号墳と考えていた古墳のすぐ南隣りに位置する。長砂古墳群の中では比較的形状のは

っきりした方墳で、南北長 127m、 東西長 120m、 高さ0,74mを測る。屋根上平坦面に墳丘基盤を

作るため方形に墓域を区画した後、盛上を施 したもので、外部施設はない。

【主体部】 墳丘中央に南北に向かって、長さ2 1l m、 幅 062m、 深さ012mを 測る。墳丘を構成
する土砂の中で、わずかに暗褐色を呈すると認められるにすぎず、土壊の形も不定形である。しかし

主体部のほぼ中央から土師質の竜が、下半分を切り取られた形で埋没 しており、これが被葬者のため

に供 じられた遺物であったろうと推定された。

調 査 前
調 査 後

第 10図  3号墳平面図

図 主体部実測図

-15-

0         10m
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【遣物】 主体部内の遺物は前出の上師器壷上半部だけである。

そのほか墳丘上には遺物は全く見当ち―なかった。

「
―
―

―
―

―
コ

日
い
　
　
　
　
　
　
　
　
０

函
隠
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第 4号墳

【墳丘】 第 3号墳のさらに南側、本古墳群の所在する丘陵頂部の平坦面にあり、レベル的にみても
最も高所に位置する古墳である。南北長 11.5m、 東西長 121m、 高さ0.82mを測る方墳である。墳

丘の築成は、この平坦面に、ほぼ現状のとおり盛り上を施したもので、その構造は、第 1号墳及び第

3号墳と同様である。外周施設はなかった。

【主体部】 主体部と考えられるような明確な土竣は確認出来なかったが、墳頂部に東西長 229m、
幅 07m、 深さ0.1l mの 落ち込みが認められ、また後述の遺物が発見されたので、これを主体部と判

断した。

【遺物】 主体部内の床面に柄部分を欠いた鉄製矛と、長約 2 cmの勾玉 1個、ガラス小玉 3個が検

出された。この上面の墳頂部表上である褐色土中からは、 3 cm前後の多数の上師器片が40 clll程の円形

の範囲で密集して発見された。その下層、暗褐色土層中でも10～ 15片の上師器片が検出されている。

調 査 後

第 13図  4号墳平面図 0              10m

レ

′

／
ゝ

ノ

第 14図  主体部実測図
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第 5号墳

【墳丘】 第 1支群の東側、第 2支群の第 5～第 11号墳までの 7基の古墳の所在する尾根上の、最も

北端に位置する。長径 11.9m、 短径 8.Om、 高さ055mの 略円形の古墳である。当初はそれと確認

できず、伐採後の再度の調査で古墳と認められた。築成は南から北へ傾斜する地山に、厚さ 45 clllの

盛 り土を施 し、墳裾は地山をわずかに削っている。築成当時は、さらに盛上が施してあったものと思

われる。

【主体部】 表上を 10 clllほ ど堀り下げたところで、墳頂部付近から人頭大の石が検出された。これを

中心として、周囲を 20 cmほ ど堀り下げたところ、略表方形の浅い土壊が認められた。この面には、径

2 11ull～ 4111111の 荒い砂が厚さ 2 clllほ どに敷つめられていた。これを除去したところ、中央に深さ 5 cmほ

どの上躾が認められた。これは、東西方向に長さ179m、 幅 056mの 同様の不定形土壊であるが、

東側は西側より3 cmほ ど深くなっていた。この上壊内及び墳丘上にも、何ら遺物は発見されなかった

ので、これが主体部であるらしい。

調 査 後

0               10m

第 16図  5号墳平面図

一副調

(|●
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第 6号墳

【墳丘】 第 5号墳の南側に位置し、南北長 109m、 東西長 100m、 高さ103mを測る方墳である。

地山はほとんど加工せず盛上によって築成されている。外周施設はない。

【主体部】 表上下 12 clllで 、土装上端面に達し、東西方向に長さ231m、 幅 061m、 深さ9 cmの長

方形を呈している。この上壊内にも5号墳丘上の上躾と同様に人頭大の石が置かれてあった。遺物は

須恵器大型薩の破片が 3片 、石の周囲に置かれてあった。

【遺物】 表土を 10 cn堀 り下げたところで、北恨1墳裾より薩の破片が、又、北東部墳裾でも同様の

調査後

キ

第 19図  6号墳平面図
0              10m

0             1m

第 20図 主体部実測凶

イ|● 杉
ウ

タ

一
　

　

　

一
Ｎ
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牛
キ
ー
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越の破片が検出された。これは、前述した土―躾内の

進と同様の破片で、故意に破砕され分散して置か

れた可能性が強い。このほか、南側墳裾で、3～

4 cmの磨減した土師器片が 100片雰上も集中して

出上してぉり、●れも葬送儀礼後の使用済土器の

集積場所のようなものでなかったかと考えられる。日

，図
　
臣
　
塞

イ
劇
　
郵
　
図

裏

緞

締
逢
相
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第 T号墳

【墳丘】 南北長&7m、 東西長 lα 4五 .高 さ0.374の方墳である。第2支群の所在する丘陵屋根
上の頂部平坦面に、他の3号墳～■号墳と共に密集している。東側と西all、 及び南側に、幅 1.6m～

2,l �Ⅲ深さα3～ 0.4mのかなり深い周濠がめぐらされており、はっきりした方形を示している。
平坦面に盛土を施したのち、濠を穿ったものと推定される。

調 査 前

調 査 後

● ■

訓
./・

Ⅲ

性    中T
第 22図  7号墳平面図
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Ｂ
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第23図 主体部1実測図
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【主体部】 ほぼ墳頂_上にあり、東西方向に長さ

2.22m、 幅 056m、 深さ021mを 測る。 表土

下10 cm内 外で主体部上端面に達した。土壊内には

直径 10 cm、 深さ 10 clllの土壊のほか、 2か所に凹

地が認められたが、人為的な作為は認められなか

った。主体部西側 2か所に、同一個体の上師質の

壷が埋葬されていた。

【遺物】 北側の 6号墳との中間地点から、外径

9 cm、 高さ5.8c14の 須恵器把手付硫が出土 した。そ

の他には遺物はなかった。

区

腫

茎

岨

型
　
図

試

懇
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第 8号墳

【墳丘】 第 7号墳の東隣りに位置する、長径 93m、 高さ098mの略円墳である。長砂古墳群内に

は、計 3基の円墳があるが、これらの古墳も完全な円形とは云えず、楕円形であったり、角をもつも

のがあり断定出来ない。この中でも、この第 8号墳は、比較的円形に近いもので、円墳として構築さ

調 査 前

調 査 後

十

0             10m
第 25図  8号 墳平面図

れた可能性が強い。

【主体部】 表上 下約 10 cmで主体部上端面 に達 し

た。当初は、これを主体部と判断出来ず、畦を残 し

て地山面まで堀 り進んだ。後 日、確認のため再度、

畦面を掃除 した結果、わずかに上色の差異が認め ら

れた為、これを調査 し、推定東西長 2.10m、 幅 048

m、 深さ 020mの上壊を確認 した。この中には、土

師器の細片が 7～ 8片遺存 していたのみである。

【遺物】 南側墳裾地山面から須恵器薩片が 2個体

分、同様の地点から土師器高杯片が 1個体分出土 し

ている。

主体部北の地山直上か らは、鉄欽が 3東以上発見

された。

】Ⅲ●

①
鉄鏃

ノ
20CM

I    I

第 26図  主体部実測図
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第 9号墳

【墳丘】 第 8号墳の南側丘陵の頂部に所在し、南北長 73m、 東西長 80m、 高さ053mの小形の

方墳である。墳丘の北、南及び西側に幅 08m、 深さ0 20cmの周濠を有している。周濠を穿った後そ

の上砂を盛り上げたもので、その築成は隣接する第 10号墳と似かよっている。

【主体部】 東西方向に長さ191m、 幅046m.深 さ0 1l mを 測る土壊が、墳丘のほぼ中央から検

出された。土壊内には、東側に直径約 10 cmほ どの石が 1個検出されたのみで遺物は全くなかったが、

調 査 後

0              1om

第 28図  9、 10号墳平面図
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第 29図  9号 墳主体部実測図
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これが本吉墳の主体部であると考えられる。

【遺物】 墳丘の北側斜面に、土師器片が 2～ 3片

出土 した他は、東側の墳裾より上師器片、須恵器片が

多量に出上 したが、これは後述する、第 11号墳に伴

う埋葬物と考えられたので、含まないものとした。

0甘
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第 10号墳

【墳丘】 第 9号墳の南側に隣接 し、北側周濠を共通にしており、また西側の周濠は等しくつながっ

ている。南北長 5.4m、 東西長 6.lm、 高さ042mを測る方墳である。第 9号墳と同様、平坦面に周濠

を穿った後、土砂を盛り上げたものである。

【主体部】 墳丘中央に南北長 232m、 東西長 1.33m、 深さ012mの幅広長方形の上壊が認められ

たが、遺物、その他は全くなく、主体部がどうかは確認出来なかった。墳丘上にも、遺物は発見され

なかった。
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第 31図  10号墳主体部実測図
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第 11号墳

【墳丘】 第 2支群中最大の古墳で、第 1支群の第 1号墳と比較すると、規模ではやや小さいが、非

常に形の整った方墳である。南北長 12.8m、 東西長 13.2m、 高さ1.41mを 測る。西側は墳裾より幅

0_56m、 深さ008mで 、 9号墳、10号墳の墳裾までわずかに周濠らしきものが認められる。そのほ

かの方向には周濠はない。墳丘は東側に傾斜した斜面に作られているので、墳丘基盤を作る際にこれ

調 査 前 調 査 後

+

0             1om

第 33図  ■ 号墳平面図

9      .     lm ィ
第 34図  11号墳主体部実測図
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を平面とするために、かなり西側を深 く穿ち、この上砂を盛 り上げたものであろう。

【主体部】 これまでの古増の主体部と同様、表土を除去後の暗褐色土上面で土壊が検出された。こ

れは南北方向に、上端面で長さ2 4Ln、 幅 054m、 深さ018mを測るが、床面積は 10 cm内外でU字

形の上壊である。遺物は、土壊中程に土師器片 1片 が検出されたのみであった。

【遺物】 墳丘西側、第 9号、10号墳に面する浅い凹地に、墳裾にそってコの字形に並べられた状態

で、土師器高郭 4個体と、土師器壷 1個体、須恵器の薩と思われる細片が集中して検出された。さら

に、第 11号墳西側墳裾のなだらかな斜面上にも、土師器高杯 2個体分、ほかに大型甕と思われる土師

器片が30片 以上確認された。ここで出土 した須恵器片を復元してみたところ、高さ 15.6 cm、 胴径 17.

9 Cm、 日径 8 clllの県内でも類例の少ない樽形薩であることがわかった。土師高郭は、都合 6個体出土 し

たが、そのうち3個体はほとんど同じ地点に列をなして並べられていたと思われる。法量もほぼ同様

で、□径 13 clll、  器高 12 clll、  脚底径 9 2cm、  脚高 4 7cmを測る。樽形薩は、須恵器の古式に属

することから、この第 H号墳も、古墳時代中期に属するものと考えられる。また、他の古墳も第 11号

墳と同様の形状と埋葬形態を示すことから、長砂古墳群全体の構築年代も、それほど大きなへだたり

はないものと思われる。

第 12号墳

第 3支群、第 12号墳～第 17号墳までの 6基の古墳が連なる、南側尾根上の最も西端に位置し、当

初小形の円墳と考えていた。この地域を代採した際、再調査を行った結果、ほとんど地形的な変化が

見られなかったことから古墳とは疑わしいと判断した。一応表上を除去したが、遺物は全くみあたら

なかった。
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第 13号墳

【墳丘】 第 3支群の尾根上西端に位置する。南北長 86m、 東西長 &3m、 高さ1.89mを 測る方墳
である。西側に深さ 20 clll、 幅 45 cmの周濠を有する。北側及び南側は急な尾根の斜面となっており、

また東側は第 14号墳がすぐ隣りにあって、周濠を作る余地がない。尾根斜面西側に濠を堀ることによ

り墓域を作り盛土は墳頂部に主体部をおおう程度に盛られているにすぎない。

調 査 後

0             10m

第 36図  13号墳平面図

第 37図  主体部実測図
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【主体部】 東西方向に長さ 172m、 幅 042m、 深

さ019mを測る。東から西にむかって床面が傾斜 して

おり、レベル差は25 cn程 ある。また中央部が 10 clll低 く

なってあらたな凹地を作っているが、その差異はほと

んど認められない。床面と上端面との中間地点に土師

器片が浮いた状態で 5～ 6片 散在していたほかは、遺

物は認められなかった。

【遺物】 西側周濠の底に埋めこまれたように、土師

器壷の縦半分が遺存していた。非常にもろくなってお

り、土砂を取りのぞく時点で、細片となった部分もあ

り、濠内に露出していた他の半分は、すでにくずれさ

ったものと思われた。

そのほかに遺物はなかった。
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第 14号墳

【墳丘】 第 13号墳のさらに東側に位置する。南北長 1224、 東西長■ lm、 高さ上19mを測る。

第3支群中では最も大きく、均整の|と れた方墳である。第 13号指との境界に周濠を有するほか、南all

にも中54 clll、  深さ12 clllの 浅い周濠らしきものが認められた。第3支群1全体としてみられることは

他の支群に比して盛上の厚みが薄いことがあげられるが、これは尾根¢斜面に多・くの苦墳を作った為

であろうと思われる。この第 14号墳も墳頂部に主体部をおおう程度の盛土を―施しているのみである。

調 査 前 調 査 後

0              10m

第 39図  14号墳平面図

第 40図 主体部実測図

-35-

１
†
「
判
Ｖ
Ｖ
！
Ｎ

。二ぞ。Lン粋

im



【主体部】 墳頂部中央に、東西方向に位置し、長さ213

m、 幅 042m、 深さ0.19mを 測る。他の古墳の主体部と同

様、表土を除去したあとの暗褐色土層中にそれと認められた。

この土壊は完全な長方形ではなく、西側先端が細くなり、床

面も凹凸があリー定 していない。土墳内には、須恵器片が西

側に散乱 していたが、これは後日の復元作業の結果、大型臨

であることがわかっている。

【遺物】 墳丘東側の裾で、多量の上師器片を検出したが、

これは高郭 3個体とこの破片 1個体分程であろうと思われる。

また、南東部墳裾からも須恵器片が検出されたが、これは地

山面より l clll～ 5 cmも浮いており、須恵器の作りからも古墳

時代後期から奈良期にかけて製作されたものと思われる。
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第 15号墳

【墳丘】 第 14号墳の更に東側、第 3支群の所在する屋根上平坦面にあり、径 86mの 略円形を呈 し

ている。高さは、表土を取り除いた時点で30 clllほ どしかない。南側は、柿園造成のため墳裾ぎりぎり

まで削平されているが、東側、北側及び西側では、幅 lm、 深さ10釦ほどの溝 らしき落ち込みがめぐ

っていた。盛土はほとんど流出しており、外部施設もないため墳形ははっきりと断定出来なかった。

【主体部】 当初、墳丘には主体部らしい土壊は認められなかったが、精査の結果、東西長 475m、

南北長 275m、 深さ0.45mの広長方形の上娠を検出した。しかし、この土壊内に遺物はなく、墳丘

上にも全く認められなかったので、これが主体部かどうかは確認出来なかった。

調 査 前 調 査 後

0              10m

第 42図  15、 16、 17号墳平面図
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第 16号墳

【境丘】 第 15号墳の東側の第 3支

群の尾根上の最も高所に位置するが

柿木園の造成により、すでに南側半

分が削平されていた。南北径約 7.4

m、 東西径 70m、 高さ0.95mを測

り略円墳であったろうと推定される。

周濠は西側墳裾の途中から始まり、

北側及び東側に上端幅 1.7m、 深さ

025mの規模でめぐらされており、

東側は同じく削平されている。尾根

上に深い濠を穿ちその上砂を盛上 し

て築成したものであろう。

【主体部】 墳頂部平坦面より、 2

つの小形、不定形の上墳が検出され

た。北側のそれは東西方向に、長さ

071m、 幅 042m、 深さ016mを

測る。南側の土壊は、東西方向に、

長さ 086m、 幅 0.35m、 深さ0.15

mを測る。いずれも形状のはっきり

しないもので、遺物も検出されなか

った。削平された南側墳丘に、主体

部があった可能性が強いように思わ

れる。

【遺物】 古墳をめぐる周濠の北束

側の底に、土師器壷が縦に半分埋ま

り込んだ形で発見された。濠内に露

出した残りは、第 13号墳周濠内の上

師器の壷と同様に、すでにくずれさ

ったものと思われる。
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第絶図 16号墳主体部

第 17号境           i

【墳1丘】 第 16号墳の北側に隣接し、南甘ヒ径 7.3m、 東西径66n、 高さα9mを測る方墳語ある。
外部施設はない。北allはすぐに斜面となっており、東側は50clllほ どの平担面ののち削平された農と

なっている。この第17号墳の増頂部には、直径 1.5mほ どの松の切り株が|あ り、15号墳と同様1と盛

上が流出しており、増裾からトレンチを入れてみたが主体部の確認は出来なかった。

【遺物】 墳丘東北斜面より上師器高郭片が少量散在していた。また、北東部の増裾からは把手付
擁の盛片と思われる須意器の小片が出土した。
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0

第 48図  18号墳主体部実測図
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第 18号墳

第 3支群より谷 1つをへだてた東方尾根上に 1基だけ存在 していた。便宜上、第 4支群と呼称 して

いる。南北長 8.3m、 東西長 68m、 高さ040mを FRlる 方墳である。外部施設としての周濠は、西側

の中途より、南側をめぐり、東側の中程まで作られている。上端幅は南側で 08m、 深さ02mを 測

る。

【主体部】 墳丘のほぼ中央、東西方向に長さ 1774、 幅 0.51m、 深さ012mを測る。表土下 8 clll

ほどで暗褐色土層に達するが、それに比 してやや暗い土色を呈しており、ほぼ長方形に遺存していた。

この上壊内に遺物はなかった。

【遺物】 南側の周濠内より上師器片が10片 あまり出土 したが、□縁の形態からみて、すべて同一個

体で、壷と思われる。

調査後

0          10m

第 47図  18号 墳平面図

そ の 他

以上の古墳の発掘のほか、第 1支群と第 2支群の間の尾根平坦面に4m× 4mの グリッド5か所を

設定したほか、第 18号墳のある尾根上平坦面に幅 2 clllの トレンチを十字に設定し、いずれも地山面ま

で削平し調査したが、遺構・遺物は検出されなかった。
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3.遺 物 の 概 要

50図 -1

1号墳の主体部内から出土。副葬品の直刀である。茎部の先端部を欠失し、現存長 73 clll余 り、刃部

長 68 clll、 刃幅は中央部で 3�、茎部で 4 cm、 厚みは09～ 1.O clllを 計る。茎部は、現存長 5 clll、 幅 2.7

clll、 厚み 0 6 clllを計る。鞘の木質部を随所に残す。

50図 -2

1号墳の主体部内から出土。副葬品の鉄鏃である。 2本 と 8本のかたまりに分かれており、計10本

分が 1ケ所に検出された。尖根両刃式のもので、刃部長 2.4 ctll、 幅 1.O cm、 厚み 45111111を計る。茎部

は、長さ 15 clll以 上、断面長方形で 6× 5 11ull、 末端部は、直径 4111111ほ どの円形となり、厚み l llullほ どの

桜皮を巻くもの。

50図 -3

1号墳の墳丘中心の北東部盛土層中にて発見。表土からわずかに 1 lclll下部である。器形が確認出来

るのは底部のみである。底部は、直径 10allほ どと、体部との変換点は丸味を帯びている。厚みは2.3

cmと分厚い。体部下半部は内反 し、先端部で厚み 6.5111111を 計る。文様調整は不明である。

50図 -4

1号墳の墳丘南裾部の地盤上から出土。供献された高杯である。日径 10.8clll、 底径 9 6 clll、 接合部

径 2.6 clll、 器高 9,3 clllを計る。明褐色を呈 し、焼成は良好。

50図 -5

4号墳の主体部内から出土。副葬品の鉄矛である。身の全長 24.8clll、 幅は中央部で 2 5 clll、 厚み 7

11ullで わずかに先端部を欠失する。身の基部は袋状となり、径 2.3 clll、 厚み 1.5～ 2.5111111を 計る。内部

に柄の木質部を遺存する。

50図 -6

4号墳出土。 50図 -5と 同一個体の石突である。両端部を欠失し、中央部で直径 2.O cm、 厚み 2.

5111111を 計る。柄は木質部を遺存する。

50図 -7

4号墳主体部出土。赤色系半透明のめのう質の勾玉で、長さ 2 2 clll、 中央部の幅 7 ullll、 厚み 5 5 11ull、

孔の直径 2.2～ 14111111で片面穿孔である。
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50図 -8

同 じく勾玉を共に出土 した。大中小それぞれ 1個づつあり、大はコバル トブルー色を呈 し、直径 5

5～ 5111111、 厚み 55～ 45111111を 計る。孔の直径は 25～ 3 1ullを 計る。中は直径 311111、 厚み 3 11ull、 孔の

直径 09～ 08111111を計る。やや角のあるもので、暗緑色を呈する。小は直径 2 5 11ull、 原み l llllll、 孔径

l llllll弱 で、角のあるもので暗緑色を呈する。

50図 -9

第 4号古墳で出土 した甕の破片の中に混在 しており、風化が激 しく非常にもろい状態となっていた。

□縁部を欠いているが、蓋イの蓋の一部と見 られる。天丼部は比較的平 らに近 くなっており、左まわ

りのロクロ調整によるヘラ削 りが稜の部分まで施 こされている。胎土は灰色か ら暗灰色を呈 し、砂粒

が多い。他の出土遺物 とほぼ同時代のものである。

50図 -10                                                      
む

第 4号墳の西側墳裾より出土 した。残存高 8 8cm、 残存□径 5 0 clll、 体部最大径 11 l clllを 計る。口

縁部は 3分の 1を残すのみで、 しかも口唇部を欠いている。口縁と肩部より下部では、胎土 は黒みを

滞びた灰色であるが、体部上部は灰色を呈 している。口縁には細かい櫛 目状の波状文を二段にた して

おり、また肩部には巾 9 11ull前 後で 2本の沈線をた しその 2本 の沈線の間に縦に刺突文か らなる文様を

埋めている。器高に比 して休部が大きいため、非常に背の低い扁平な感 じを与える。

50図 一 H

50図 -10と 同 じく第 4号墳西側墳裾より出土。残存高 10 1 clll、 □径 9 2cm、 体部最大径 13 0 clll

を計る。国縁は直角に切 られてやや上方へのびる。 50図 -10と 同様に口縁と肩部より下部では胎土

は黒灰色を呈するか、上部では灰色である。頚部より2.4 ca上 方の回縁に凸帯が施 されており先端は

鋭 くとがっている。底部内面は手仕上げによる圧痕があり、肩部と□縁はロクロにより整形されてい

るが体部と□縁の接合部は不整形な圧痕があり、体部 と□縁を別 々に整形後接合 させたものであろう。

50図 -12

長砂第 4号墳の 3～ 4区 にかけて大量に出上 した細片の一部で、大型甕の肩部と思われる。□縁部  ti

及び底部を全 く欠いており、法量を推計することは出来ない。表面は細かい平行たたきにより調整 し

ており、一部にへ らなでにより消去 した跡 もみ られる。裏面は指なでにより器形を形成 し調整 したも

ののようで、たたきによる調整は全 くみられない。総 じて薄手に作 られており焼成も堅い。

50図 -13

第 6号墳の北、西側の墳裾及び主体部内の 3か所か ら、 2～ 3片 づつ出土。接合の結果、大型,盤で

あることが判明 した。□径推定 9 8cm、 高さ 15 7cm、 体部最大径 16 8 clll、 基部径 6 6 clllを 計る。□縁

部か ら体部中央にかけて暗縁色の灰釉が付着 している。□縁には 12本を単位とした櫛描波状文が施され

ている。底部付近は格子 目状に叩きが施され、胎土を打ち固めている。□唇部は全体にのこざり状に

破そん しており形態を知ることは出来なかった。□縁 下には凸帯をめ ぐらす。全体として胴部が大き

く□縁部が低 くみえる。陶邑によれば、大型盛は第 T型式の 4ま でに見 られる傾向である。
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50図 -14

7号墳主体部より出上。□縁部を欠く。頚部径 8.5 clll、 体部最大径 12.3 clllを 計る。単純□縁の小壷

になるもので、外面の調整は不明であるが、内面下部は荒い削り調整を施す。外面下半部は、ススが

付着 している。黄褐色を呈する。

50図 -15

第 7号墳より出土 した把手付椀である。□径 9 clll、 器高 5 8 allを 計る。口縁は上部でわずかに外面

に屈曲しており、端部は丸く仕上げられている。把手は底部より 6 11ullの ところから始まり、胴部突帯

の下端で終る。その上にある球体は把手に伴 う装飾であろうと考えられる。高さ181Mllの回縁をもうけ

その下に巾 4 11ull、 深さ 1511111の 沈線を施すことにより鋭い突帯を浮きたたせている。その下には、巾

1511111ほ どの間に波状文を施し、また沈線を入れて文様帯を強調している。胎土はきめ細かく焼成も堅

● い。
51区 -1

第 8号墳より出土。口径 9.2 ca、 頚部径 4 6cm、 胴部最大径 10 8 cm、 高さ 10 4 clllを 計る。□縁部

及び□頚部、休部中央に波状文が施されている。体部のものは特に上下を 2本の浅く広い沈線で区画

していると□唇はやや内側に傾斜 しわずかに凹面を呈している。体部文様帯の下は平行の叩きによっ

て器形を調整している。体部最大径に比 し、□径の小さいこと、□縁部が低く仕上げられていること

からみて、山陰 J型式、陶邑では第 I型式の 3ま でにみられる傾向である。

51図 -2

8号墳の主体部直下の増丘基盤から出土。平根式両刃の大型鉄鏃である。逆刺部での幅 4 8 clll、 長

さ 4 9 clll、 厚み 3 11ullを 計る。中央部に箆の木質部を残す。

51図 -3

同じく8号墳の主体部真下から出土。尖根式両刃の鉄鏃である。刃長 2.4 cm、 幅 0.95 clll、 茎長 13

7 clrを 計る。茎の先端部に箆の木質部を遺存し、桜皮が巻いてある。

51図 -4

同じく8号墳の主体部真下から出土。茎の一部である。現存長 8 clll、 断面は長方形で、 7X411111を

計る。

51図 -5

同じく8号墳の主体部真下から出土。茎の先端である。現存長 6 cm。 断面は 6× 8111111の 長方形、先

端部で丸くなり、箆の木質部を遺存し、桜皮が巻きつけてある。

51図 -6

8号墳の墳丘盛土層中から出土。口径は 18.6clllを 計り、□縁端部内径が丸く肥厚 し、上面は、幅 6

111111の平坦面を形成する。頚部は、くの字形に折れ曲がる。外面は、横～斜方向の刷手目調整を施し、

内面は、横方向のヘラ刷り調整である。

51図 -7
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第 11号墳西側墳裾より出土。□径 8.O clll、 基部径 4 2cm、 胴部径 17 8cm、 胴部高 12 3cm、 高さ

15.6 clllを 計る樽形薩である。胴部には頚部を中心 として 3本 の沈線を施 し、その間を全体に波状文で

うめ装飾 している。胴部内面のナデ調整が回縁と直角方向にみ られることか ら、まず樽形の胴部を横

に立てて作 り、のち両端に粘土板をはり、口頚部が入るほどの穴をえ ぐって□縁を接合 したもので、

その後に沈線、波状文を施 して装飾 したものである。また自然釉が胴部中央の円孔に対 し、右側の□

縁部と端部平面のみに付着 していることから焼成の際にも横に立てていたものと思われる。島根県内

では石見町大峠山古墳群か ら出土 したと伝えられる国縁部を欠いた樽形線があるのみである。また大

阪陶邑によれば r型式の 1～ 3の段階までに見 られるものである。

51図 -8

11号墳の西側墳裾から出土。土師器の高郭である。□径 13 2cn、 底径 9.2 clll、 器高 12 cmを 計る。

杯部は内湾するが、脚部は、くの字形に広がる。郭部外面は、回縁部付近を横ナデ調整。接合部分を

タテ方向の刷毛目調整。脚部内面は、刷毛目調整を施す。脚部には、半月型に近いすかし孔が 1ケ所

認められる。砂粒少なく、焼成は良好。

51図 -9

11号増西側墳裾から出土。口径 17.l clll、 底径 10,l clll、 器高 11 2 cmの高郭である。外面の調整は

不明。内面は、杯部が横方向の刷毛目調整、脚端部がタテ方向のナデ調整、上部が横方向のヘラ刷り

調整となっている。郭下半部に段を設けているのが注意される。

51図 -10

11号墳西側墳裾から出土。底径 10 8 clllの高郭で、郭上部を欠く。杯下部には稜線が認められる。

磨滅著るしく、調整不明。

51図 -11

H号墳墳丘の盛土層で地山面より40 cm上位で発見。刃部の大半を欠く刀子である。刃部の現存長

1 7 clll、 茎部との接点で幅 1.5 cm、 厚み 2 5 Hlllを計る。茎部は鹿角装で長さ3 6cm、 幅 1 7 clll、 厚み

9511111を 計る。

51図 -12

11号墳の墳丘盛土から出土。サヌカイ ト質の大型石器である。一方の側に刃を付ける。反対側には

楕円型にえぐられた痕跡があるが自然に出来た可能性もある。厚みは基部で 8 11ullを 計る。

51図 -13

13号墳南西の溝底から出土。土師器の小型壷である。□縁部を欠く。体部最大径 14 4 clll、 現存高

11.2 clllを計る。磨滅著るしく調整不明。

51図 -14

13号墳東南の溝底から出土。須恵器蓋界の雰身である。□縁部を欠く。受部径 11 7 clll、 拡張部径

12 6 clll、 器高 (推定 )5 6clllを 計る。非常にもろく淡黄色を呈する。休部の 3分の 2近 くを右まわり

のヘラ削り調整 している。
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51区 -15

14号墳主体部内より出土。大型薩である。□径 10 2 cm、 高さ 16.8 clll、 体部最大径 17挽、基部径

5.6 clllを 計る。 14号墳主体部に散乱していた須恵器を復元。ほぼ現状に復 した。回頚部は頚基部から

放物47R状 に外反し、段をなしたのち上外方にほぼ直線的に立ち上り端部は内傾する段を設けている。

口頚部には、 14111111ほ どの幅で波状文を施し、胴部には15111111の 幅で 2本の沈線を引きその間に波状文

を入れている。全体にうすく回転かき目調整がみられるが、体部中央から底部にかけては、不整方向

のナデ調整 もみ られる。また体部中央外面には指でおさえて調整 した凹凸があり肩部内面にも細かな

指おさえの調整がみられる。

51図 -16

16号墳の周溝か ら出土。土師器の小型壷である。□径 12,9 clll、 底部を欠 くが丸底となるもので現

存高 12 5caを 計る。外面は□縁～頚部が横ナデ、体部はタテ～斜方向の用1毛 目調整を施す。ススが附

着 している。内面は頚部以下を入ラ削り調整 としている。

51図 -17

18号墳の南部溝中か ら出土。土師器の小型壷である。回径 9 6cm、 現存高 6 7cmを 計る。底部は、

丸底 となるようである。外面の調整は不明であるが、内面は簡単な指ナデ調整を施す。
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4.遺構と出土遺物の検討

(1)遺構の検討

ア、主体部について

1号墳の主体部は盛土層上層にある。盛土は墳丘中心部で80 cmを 計るが上壊は、いったん盛土

した後、40 cmほ ど堀 り凹めて形成 している。土壊は、隅丸長方形の上、側壁がなだらかに傾斜す

るが特徴である。壊内からは直ノ」と鉄鏃が副葬されていたが、いずれも南側に寄せており、東部

の幅が広いことから遺骸は頭部を東におき副葬品を左側に置いていたことが知られる。

一方、この土壊の北東狽1の盛土層中の 30 clll下には大型の甕形土師器の底部が遺存していた。主

体部の近 くにこうした土師器の大甕を置く例は、安来市仲仙寺 5号墳や、松江市客山古墳群など

にみられるが冨む主体とも供献品とも判別がつかない。
                     こ

3号墳の主体部も、墳丘基盤から32 cm上方の盛土層中に床面を成しており、平面形は極めて粗

雑な不定形を呈する。

4号墳も同様に墳丘基盤から26 clll上方の盛土層に土壊底面を設ける。比較的整った長方形土壊

である。

5号墳では、幅広の略長方形の堀 り込みがあり、細い川砂利が敷きつめられていたが、それを

取り除 くと中央部に長方形土壊が検出された。こうした例は、年代も形状も異なるが、東出雲町

の寺床 1号墳の主体部に、やや似かよった方法である。

6号墳の場合も、基盤から56 cm上方に壊底面が存在する。

7号墳も同様に48 clll上方の盛土層中である。

以下 18号墳まで、 5号墳を除き全て、盛土中に営なまれていることが注意される。しかも、そ

の大半が、墳頂部の盛土上層に位置している。

概して、出雲地方では墳丘基盤を堀 り込んで主体部を形成する場合が多い。長砂例は非常に特

異な在り方を示 している。これが、当時の人々の他界観念にもとづくものであったとしても多分  (・

に集団間の系統があるものと思われるので、今後の調査例の増加をまって検討 したい。

イ、平面形について

16基 の古墳内、 5、 15、 16が円墳と思われ、 8号墳については、円墳に近い平面形である。

他の13基 は、全て方墳である。

出雲部では、方墳、前方後方墳の数が、円墳、前方後円墳より圧倒的に多い。このことは、長

砂でも方墳が大多数を占めることからもうなづける。しかも古墳群の中では、比較的規模の大き

い、 1号墳と4号増、 11号墳といった方墳は、副葬品として鉄器、玉類、須恵器類を副葬 し、本

古増群中では、盟主墳的な存在と考えられる。

しかし、その一方で、確実に円墳と思われる古墳が 3基確認されたことは、他地域との政治的

交錯の結果の産物と考えざるを得ない。このことは、ほば同じ頃の松江金崎古墳群が、前方後方

イ0
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り

増 2基、方墳 9基から構成されていることと対照的である。

確)遺 物の検討

鉄器類は、 1号墳主体部出上の直刀、鉄鏃と4号墳主体部出上の矛それに第 8号墳では墳丘盛土

の最下層で墳丘基盤上から鉄鏃が出土、さらに11号墳の墳丘盛土層中から刀子が出上 している。こ

の内、矛は県内では松江市金崎 1号墳、安来市毘売塚古墳から出土 し、鳥取県では倉吉市所在の前

期古墳である上神大将塚から出土 しているくらいで非常に類例まれなものである。

玉類は、 4号墳から勾玉とガラス小玉が出土 しているだけである。勾玉は、後期古墳出土のもの

に比べるとひとまわり小さい。又、ガラス小玉も最大のものがコバル トブルー、他の 2個が暗緑色

で、金崎 1号墳出土のものに類似する。

須恵器類は、 6、 7、 8、 11、 14、 17号墳からそれぞれ出土 しているが、この内、主体部出土

のものは 6号墳と14号増のみであり他は墳裾から全て出上 していることが注意される。

しかも、薩の数が 6個体ともっとも多く、他は把手付椀、小壷、蓋杯である。主体部出上のもの

は、全て大形憩であり、他の器種の少ないことが注意される。

古式の慇は、松江・金崎 1号墳や薬師山古墳でも出上 しているように供献・副葬品として他の器

種と共に欠かすことの出来ないものであったらしいが、長砂では藤の出土率が高いことは、何か慇

に対する特別な観念をもっていたことによるものではないだろうか。薩は、樽型薩、大型藤、小型

越の三種がある。樽型薩は県内では、邑智郡石見町の大峠山古墳群で採集されたものがあるのみで、

2例 目である。県外では、鳥取県出上のものがあるが、これは器高に比して横幅の狭いものである。

岡山県赤盤郡山陽町の宮山 4号墳の北構内葺石に混 じって破砕された状態で発見された例がある。

出土地点の似かよったものであり、注意される。

大阪府の、陶邑古窯跡群では I型式の第 3段階まで生産されているものである。

次に、大型薩、小型慇については、器形の特徴からやはり陶邑でいうI型式の範ちゆうに含まれ

るものである。蓋界の破片は蓋と身の区別がつかないが、天丼部又は底部が水平に近い平坦面を成

し、ヘラ削りの面積も多いことからやはり陶邑の I型式に合まれるものである。壷は、外面が平行

叩き目、内面がスリケンのみられることからやはり他の須恵器類と同様の年代観が得られる。

そこで、金崎・薬師山古墳の出土須恵器と長砂古墳群出上の須恵器を比較検討してみたい。

金崎 。薬師山古墳出土の須恵器の蓋郭などの特徴は陶邑古墳窯跡群の編年でいう第 f型式の 3か

ら4に対比できるものである。

一方、長砂古増群出上の須恵器の内、樽型薩をみた場合、陶邑古窯跡群の編年でいう第 J型式の

1か ら3ま でに限定されているものである。

以上、三者の関係からすれば、長砂古墳群の築造開始の時期は、金崎・薬師山古墳の築造時期と

ほぼ同時期か、もしくは数段階古いということになる。

しかし、長砂の須恵器が、当地で生産された可能性もあり、畿内から製品として当地へもたらさ
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れたとしてもそれぞれが同じ時間を経て冨1葬、供献されたかどうか、もっと複雑な事情も考慮す
べ

きであると思われるので、さらに今後の類例の増加を待ち検討を加えたい。

次に土師器類は、 3号 、 7号の主体部からそれぞれ壷が 1個体分出土。一方、 8号、 11号 、 13

号墳の主体部内からは、数片ずつ出土 しているが、これは冨1葬品とは認め難い。

高郭や小壷は、安来市・鳥木町御立山第 1群 4号墳の出土品とよく似ており、大体、山本清編年でい

うところの I又はⅡ期に併行するものと考えて差 し支えない。これは須恵器の示す年代観とほば合

致する。

土師器の大多数は、周溝又は墳裾から出土 しており、このことは、冨1葬する風習はあまりなく、

大半が古墳の裾で墓前祭を営なみ、その場に置いたが、溝に入れたのではないだろうか。

このことは、 11号墳の西側墳裾で出土 した土師器類と須恵器類に端的にみられる。ここでは、土

器類が11号墳の中心部に向けて凹字形に配列されており、特に樽形藤は、広範囲に散布 しており1 
こ

個所にあったものが土圧で壊れた状態ではなく故意に破砕されたものとしか考えようがない。

これによって、墓前祭で供献された土器のセット関係を見出すことが出来るのではないだろうか。

ところで、破砕された土器の例は 4号墳にも見ることが出来る。すなわち、 4号墳では、西側半

分の墳丘斜面から墳裾にかけて須恵器の細片が点々と広範囲に散布 していたが、復元すると同一個

体の甕の体部になるものである。これも、故意に甕を破砕してばらまいたとしか考えようがない。

須恵器を故意に破砕することの意味は一体何なのかまだよく分かっていないが、葬送儀礼に使用

した土器を忌みけがれたものとして破砕 して墓に投棄した結果なのか、あるいは、破砕された土器

の破片 1個 1個 に神霊が宿りお墓を守護する役割りを果たしているのか、いろいろ考えられるが、

これは今後の調査例の増加と、民俗例からの比較検討をまつしかないだろう。

′Jヽ

本古墳群は、出土須恵器、土師器の特徴から山陰の須恵器編年でいうI期 の頃に連続的に築造され  (オ

たもので、大阪府・陶邑の須恵器編年観にもとづけば、松江・金崎、薬師山古墳出上の須恵器と同じ

段階かもしくは若千古い段階のものであるらしいことが分かった。

本古墳群は、都合四つの群に分けて説明してきたが、18号墳を除く全ての古墳は隣り合わせの支陵

上に集中しており、しかも各古墳は、溝を共有するものが多いことから血縁関係の濃い権力集団の古

墳群と考えられる。しかも出土遺物の検討から年代幅の狭い間に次々と連続的に築かれたようである。

この内、鉄器類や玉類を副葬 した 1号墳と4号墳の両墳は、本古墳群中でも盟主墳的な存在ではなか

ろうか。

金崎古墳群は、 9基の方増と2基の前方後方墳から成り、須恵器の編年でいう山陰 T～ Ⅱ期の段階

に至る間、連続的に築造されたもので長砂古墳群とよく似かよっている。但し、金崎の場合は、前方

後方墳が 2基含まれているし、その内の 1号墳には内部主体とした堅穴式石室があり、須恵器類や玉

結5.
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類など豊富な冨1葬品が出土 している。

このことから、ほぼ同じ頃に前後して築かれたであろう長砂古墳群と金崎古墳群では、金崎の方が

内容的に数段勝さる時期があったとしても基本的には濃い血縁集団の古墳群として共通するものがあ

る。

5世紀中葉から後葉にかけて、こうした古墳群が出現 してくることは、一定の地域社会内部におい

て支配関係の変化のあったことを示 している。つまり、ひとたび支配権を掌握 した豪族がその系譜を

守るために世襲関係を強化 したことに他ならないだろう。

次に、主体部の形状をみてみると、出雲部の古墳の通常の木棺直葬の場合、地山面に堀 り込まれた

長方形の土壊であるが、長砂の場合、殆んどの主体部が増丘盛土層中の最上部付近に設けられており、

その平面形もいびうな略長方形を呈するものである。

o  
このように、主体部の形状、位置、そして副葬、供献された上器類の在り方から総合的に考えて出

雲的でない要素を強く含むものである。

さて、長砂古墳群の所在する丘陵の突端部の平地には、全長 36mを計り、周濠を有する乃木二子塚

古墳が所在 し、山陰地方の須恵器編年でいうⅡ期に該当するものである。又、その西隣りに所在する

二子塚古墳は、一辺 13m以上の方墳で南部低丘陵側に濠を有し、Ⅱ期からⅢ期への過度期にあたるも

のである。

以上の古墳の分布状況から考えるならば、長砂古墳群→乃木二子塚→二子塚という古墳の編年が可

能となる。そして、お互いに近接 して立地することから、これらはいずれも同族集団の系譜になるも

ので、乃木二子塚の段階が最も支配権を強く及ぼした時期であろうと思われる。 (中尾秀信 )
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1.位 置 と歴 史的環境

本古墳は、松江市上乃木町字二子塚 2738-1、 1503番地に所在する。南部の低丘陵上には、18基か

ら成る小型方墳で構成される長砂古墳群があった。いずれも、一辺 10～ 15 1xIの 方形墳で、墳丘盛土層

の浅い位置に長方形土娠を有し、古式の須恵器類を副葬もしくは供献するものである。須恵器の中に

は、樽形疎や把手付坑がみられ、山陰地方の須恵器編年でいうI期の中でもより古い段階のものと考

えられる。

又、本古墳の東側には、隣接して乃木二子塚古墳が所在する。古くから注目されていたが、昭和56

年度において当市教育委員会で部分調査したところ、中軸長36mの 前方後方墳で同濠がめぐり、築造

時期はⅡ期と考えられる。

この乃木二子塚古墳の後方部俣1の 円濠周辺に下沢遺跡が所在する。古式土師器片、須恵器片、黒曜

石製の石鉄が確認されているが、縄文・弥生式土器は、皆無であった。二次堆積の遺物包合地である。

本古墳は、長砂古墳群の立地する低丘陵の突端部の低台地に位置する。北部は、水田地帯であり、

本古墳の立地は東隣りの乃木二子塚古墳と同様に、あくまでも見せることを意識している。この点で

は、同じ頃に築造された大庭鶏塚古墳とも共通性があろう。

本古墳がはじめて注意されたのは、山本清氏によってであった。山本氏は、昭和25年 2月 7日 と昭

和37年 3月 13日 の 2回 にわたり現地踏査 している。

まず、昭和25年の踏査の際には、略測図を作成しておられるが、それによれば、北側水日に出張る

形で東西のさしわたし17m、 南北のさしわたし19m、 高さ3mほ どの隅丸方形墳であることがうかが

われる。中央部には、盗掘拡と思 しき長い凹地が認められる。

次に、昭和37年 の際の野帳によれば、「 5時半頃のバスにて出かけ、 6時頃現場に至る。前方後方

墳の方は篠がよく茂り異常なきも、円墳の方は半分程開墾されて畑となっている。それをよく見るに、

開墾の際に出たと見え、畑の脇に径10～ 15clll位 な塊状の角のとれた河石の如きもの、ざるに 2杯 ばか

りおいてあり、又、別に箱 (ネ コ車にのせた ?)の 中にビールビンの割れなどとともに同様の石少し

入れてあり、両所とも須恵器甕の破片相あり、数ケ体のものの如し、器内面打痕ある常の品と思われ

るに、上記の口縁部あり、これは古いと思われる。門生窯跡出土品 (第 1期 )も 内面打痕あり、これ

も 1式か少なくも2式位ならん。ただし櫛目の簡単なるは如何 ?、 古くてもこの様な例あるにや。尚、

之と共に埴輪円筒破片 2ケあり、その内の 1個を採集して帰る。」

このことから、本古墳は、畑耕作などにより、かなり削平、撹乱され、墳形も隅丸方形墳から円墳

へと変形していったことがわかる。

その後、古墳の南部は宅地として埋め立てられ、北側は、さらに削り取られ水日となった。

調査前の墳形は、円墳とも方形墳とも全く判断出来ないほど削り取られ、わずかに北東部 4分の 1

ほどの墳丘が最も高く、撹乱の度合いの少ない部分ではなかろうかと思われた。

3
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， 要概の査調

(1)墳丘 の構造

K4E】  南部から派生した低丘陵の突端の平坦な低台地をうまく利用して旧表土上面をそのままに

しながら、周囲を切削加工し、一辺 18mほ どの墳丘基盤を確保しつつ、その外側に濠を穿つものであ

る。濠は南辺に沿ってのみ確認された。東西北の 3辺 では、宅地、水田となり、当初あったものかど

うか分らなかったが、恐 らくは、台地の突端を切り離したのみで、同濠があったとは考え難い。

ア、墳丘基盤上の出土品

1.、 2は、いずれも、 2区の墳丘基盤を成す旧表土 (黒褐色土)上面に底部を下にし、隣接し

た状態で出土 した。

1は 、□径 11.8clll、 器高 4.5 cmを 計り、内外面共に橙色を呈する。高さの低い径である。内面

内面の調整は、底部を磨研調整、体部から□唇部にかけては横ナデである。外面は、□唇部から

体部にかけて、やはり横ナデ調整を施し、底部は静止ヘラ切りである。底内面に、さしわたし 7

clllの赤色顔料が遺存していた。厚みは、底部近くで 6111111、 底部で 3～ 4111111を 計る。底部がほとん
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二子塚古墳測量平面図 (等高線は標高 )
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2は、小形の壷で、□径 9 4 cln、 体部最大径 12 0clll、 器高 9 8cnを 計る。□縁部は、単純口縁

でわずかに外傾する。体部下半部は、直線に近い曲率で底部につながる。底部は、丸底となる。

外面は、□縁部から体部下半部にかけて、横方向のかき目調整、以下底部までは、斜方向のナデ

調整である。内面は、日縁部が横方向のナデ調整、頚部以下は横～斜方向のヘラ削り調整を施し

ている。器厚は、体部最大径部分で 8 11ul、 底部で 711111を 計る。内外面共に黄褐色を呈し、外面の

下半部にススが附着している。

【濠】断面は略V字形を呈し、上端の幅 5.0～ 55m、 深さ1.53mを 計り、濠中には、厚み 16

11111の土層が堆積している。濠底から40clll上 までは、灰色粘性土層で、須恵器片若千、円筒埴輪片

を多量に合む。古墳築成直後に堆積した土層である。その次に堆積したのは、褐色土～暗褐色土

層で、須恵器片、円筒埴輪片を多量に合んでいるが、近年の陶器片、瓦片も見受けられる。最上

Э   
部の砂層は、土地所有者が宅地にする際、均したものである。

イ、 2区濠中及び墳丘表面の出土品

3は、暗褐色土層から出土。蓋郭の杯身である。蓋受の口縁部と、底中央部を欠く。蓋受の受

部で、直径 13 1clllを計る。立ち上がりと口縁部を欠いているので、□縁部の直径と器高は不り↓であ

る。しかしながら、外面は、右まわりのロクロによる削り放し調整を施している。山陰の須恵器

編年でいうⅢ期もしくは、Ⅱ期頃のものである。

4は 、筒形器台の筒部最上部と考えられる。体部最大径は11.6clllほ どで、厚みは 1.2 cmを 計る。

上部に 0.6 cmの 間隔をおいて、2条の浅い沈線があり、その上下に 6～ 10条の櫛目状の連続文を

施している。下部にも突帯を 1本設ける。沈線で区画された内側には、形状不明の装飾突起を

iD

第 53図 調 査 成 果 図
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付けたらしい痕跡がある。内面は、一部に粘上の接合面を残すが、大半は、横方向の指ナデ調整

を施す。下端部は、斜ナデ調整である。断面は、中心部が赤紫色で、表面が灰色を呈す。

5は 、器台の破片である。断面が青灰色で、4の破片とは別個体のものである。上部にやや鋭

い突帯があり、その下方に櫛描波状文を施している。厚みは、 2 cn前後を計る。

6は 、子持壷の子壷の破片である。体部上半部から口縁部を欠く。体部最大径は 7 2cm、 底径

4,7 clllを計る。体部外面は横ナデ調整、上部が横方向のナデ、下部が指頭による斜～横方向のナ

デ調整を施す。底部外面は、静止糸切りの痕跡が明瞭に認められる。底部の外円には、親壷との

接合の際に付けられた粘土帯が認められる。断面は、中心部が赤褐色で、表面は青色を呈する。

厚みは、体部最大径の部分で 5111111、 底部で 3111111を 計る。

7は、大形甕形土器の回縁部から頚部にかけての破片である。口縁上半部は、 2区の濠中の堆

積土層中、第 2層の暗褐色土層上面から出土。口縁下半部から頚部にかけては、 2区の濠中と4

区の墳裾で、水田との境の褐色土層から出土 したものが接合したものである。□縁部上半部のも

のと、同一個体となる。

日唇部は、肥厚 し三角形状となり、その下方に 2本の断面三角形の突帯をつけ、さらにその下

方には、タテ長の櫛目状工具による波状文を施している。内面は、蛇行状に屈曲している。内外

面共に、黄褐色の自黙柚がかかる。頚部以下の内面は、かなり直径の大きい同心円文の押し当て

具痕跡を残し、外面には、平行叩き目文を残す。

これと同一個体のものと思われる体部の破片は 9片 、底部の破片が 1片 ある。又、これとは別

個体の甕の破片が、 4種類確認される。この内のひとつは、外面が叩き目の調整痕、内面は、同

心円の圧痕を残さず、横方向のナデ調整により全く消去している。破片は、 6片 あったが、 2区

の東端から西端まで広範囲に散布していたことが注意される。

8は、小形の壺形土器の体部の破片である。暗褐色土層から出土。体部最大径31clllを 計り、厚

みは 6～ 7� とうすい。外面は、平行叩き目文による叩きしめの後、横方向のカキロ調整を施す。

内面は、同心円の押し当て具圧痕をつけた後、横方向のナデ調整を施している。

9は、器形不明の須恵器片である。最下層から出土。厚み 1.5～ 2.3111111の 非常に薄手のもので

ある。中心部からおよそ 3 cn外方のところから急傾斜していくもので、小形の蓋様のものか、或

いは、樽形疎の横蓋の部分なのか判別しがたい。胎土は、非常に緻密で硬い。淡灰色を呈し、内

面右まわりのヘラ削り調整で、外面は、ロクロを利用した回転ナデ調整を施している。

10、 11、 12は 、共に通常の円筒埴輪の破片である。円筒埴輪の破片は、墳丘の表面及び墳裾の

黒色土層中ならびに、濠中から大量に出上 しており、もとは、墳丘上に密に立て並べられていた

ことが知られる。しかも、濠中の最下層底面から多量に出土 したことは、古墳築成直後から埴輪

の崩落現象が開始されたと判断される。

10は 、回縁部は、外面を斜め方向の刷毛目調整、内面をゆるやかな斜方向の刷毛目調整を施し、

□唇部外面を指ナデでやや凹ませ、アクセントをつけている。国唇部上面は、ほぼ水平となるこ
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とが特徴である。厚みは、口唇部で 11

clll、 4 clllほ ど下方で 1 0cmを計る。直径

は、回唇部で26clllを 計る。

11は、突帯部分を含むかなり大形の破

片である。円孔透 し部分は遺存していな

い。突帯は、 7 11ullほ どの高さの低い台形

を呈し、指でナデて仕上げている。突帯

以外の体部外面は、斜方向の刷毛目調整

を施している。体部内面は、下部は横方

向、上部は斜方向の刷毛目調整を施して

いる。器厚は、 1.3～ 1.O cmを計り、や

や軟質で明褐色を呈す。

12は、朝顔形円筒埴輪の円筒部から□

縁部にかけての破片である。

【盛土】厚みは、中央部で現存 2mを計

る。最下層の盛 り上は、さしわたし54m、 厚み54calほ どの土 まんじゅう形で、その上に、順次

別の盛上が形成されているが、上面は、常に平坦面をなし、厚みも15clllか ら30clll位で、一
つの上

層を分厚 く盛 っていない。 しかも、黒色土層を意識的に交互に盛 っている傾向がみ られる。盛土

層中か らは、古式上師器片 と半磨製石斧が混入 していた。又、墳丘基盤である旧表土上面か らは、

土師器の壷と婉が発見された。

ウ、墳丘盛土層中出土品

13は 、 3区の表土か ら-110 clllの 第 4層である褐色土層か ら出土。古式上師器の□縁部である。

肥橿[と贅ごと言:持井ζ呉杉:竜子ま彗盈盪亀子写
で`下端部が出張る。□唇部外面は、やや

 建
14は 、 2区の第 3層である明褐色土と第 4層である黒褐色土層の界面から出土。□縁径 15.6clll

を計る小計の壺形土器の口縁部である。恐 らく、単純□縁となるであろう。内外面共に、横ナデ

調整を施す。

15は 、 1区の盛土層の黄褐色土層上面から出土。灰色玄武岩質の半磨製石斧である。長さ116

clll、 刃幅 5,9 cm以上、厚み3.15 clllを計る。バチ形を呈し刃先のみ磨研され、タテ方向と斜め方向

の擦痕が認められる。

【主体部】 2区 の墳丘盛上の浅い位置で、鉄鏃の破片と短刀の破片を発見した。これらは、いずれ

も現在の盛土の表土の直下の黒褐色土層中に所在した。この黒褐色土層は、その部分だけ落ち込み状

を呈しており、これが主体部と考えられなくもないが、形状が不明確な上、鉄器の類も破片 しか検出

されなかった。

第 55図  墳丘基盤上土師器出土状態

D
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ところで、昭和25年の山本氏の略測図によれば、墳央部に細長い盗掘拡と思われる溝がある。又、

昭和37年 の踏査では、須恵器甕の破片が採集されており、今回の調査でも、墳裾及び南の濠中か ら、

同一個体の甕や壷の破片が広範囲に散布 していた。これ らのことか ら考えるならば、既に、主体部は

盗掘を受け破壊 されて しまったのではないかと考え られる。

ア、主体部副葬品 (推定 )

1.短刀 現存長 12,7 clll、 幅 1.8～ 2.O clll、 棟の厚み 7～ 8111111を 計る。短刀の刃部の一部である。

(図 16)

14

…

Bコα
=コ
B17-1

m電ミ募n17-2

第 56図 遺 物 実 測 図
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2 鉄鏃 2片ある。17-1は 、現存長 2 6 clllを 計る。片刃の刃部から茎にかけての破片である。

刃部は、断面 レンズ状で、幅 911111、 厚み 3.5 11ull、 基部の幅 7 11ull、 厚み 4 11ullを 計る。 (図17-1)

17-2は、茎部の破片で、現存長 2 2 clll、 厚み 4 1ull、 幅 7111111を 計る。 (区 17-2)

/1ヽ

調査の結果、本古墳は本来―辺 18m前後、墳丘基盤は、濠底から高さ 17m、 盛上の高さ2m以上

を計る中規模程度の方墳であることが分かった。

主体部は盛土上層部にあったらしいが、後世の撹乱が著るしく、わずかに短刀と鉄鏃の破片を残す

だけで、その形状については全く不明である。

本古墳の南の濠の東西線をみてみると、N74° Eと なり、東側に隣接する乃木二子塚の中軸線の角

度N66° Eと 似かよっていることが注意される。このように、両古墳の平面企画や立地の点で深い関

連のみられることは、被葬者をとりまく豪族間も同族か、もしくはそれに近い関係にあったものと推

察される。

そこで次に、本古墳の築造時期を考えるために、出土遺物を検討してみよう。

主体部の副装品と思われる鉄器類については、時期を示す特徴は見あたらない。墳丘表土や墳裾濠

中からは、多数の円筒埴輪片が採集されたが、いずれも小片のものが非常に多く、原位置に立て置か

れたものは皆無であった。

これは、恐らく、墳丘が後世田畑に開墾された時、かなり削平され、その際、又は、その後の耕作

時に細かく砕かれた結果ではなかろうかと思われる。そのため、円筒埴輪の全形をうかがえるものは

皆無であったが、わずかに実測可能であった破片をみても、古墳時代の後期に通有なものという以外、

年代観を示す特徴がみられなかった。

次に、土器について検討してみる。南の濠中からは多種の須恵器片が出土 したが、その内、蓋界の

郭身及び、器台の破片が注目される。

まず、蓋界の杯身の破片であるが、これは立ち上がり部を欠いているので、はたして工期なのか、

Ⅲ期に属するのかはよく分からないが、受部と立ち上がり部の境が溝状で、受部の長さが短かく上面

が平坦に近いこと、‐体部外面のヘラによる削り放し調整がていねいであることなどの特徴から、Ⅲ期

というよりは、ユ期に近いものといえる。

次に、器台の破片であるが、比較的鋭い沈線を施すもので、工期的要素の強いものである。又、筒

形器台の破片は、コ期頃までのものと思われる。当地方の古墳出上の例としては、金崎 1号増出土例

が唯―であろう。その他には、安来・高畑窯跡出土品中にも、筒形上部の破片が認められる。いずれ

にしても、Ⅲ期以降には残 らない器種である。

その他多く出上 した甕の破片の中には、内面の同心円文押 し当て具の痕跡を消去した破片 も数片認

結3.
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められる。

このように、須恵器の観察からは、Ⅲ期とは考え難くⅡ期の範ちゅうに含まれるものが多いのでは

ないかと思われる。

さて、最後に、墳丘基盤上から出土した上師器 2点について検討してみる。これは、古墳築成直前

の、例えば、地鎮祭のようなお祭 りの際に供献されたものと考えられるので、古墳築成の時期を考え

る上では、最も重要な資料となるものである。

2点ある内、一方の広口壷は、器形にあまり変化がなく、皿期のものともⅢ期のものとも決し難い

が、他方の経は、器高の低い平底のもので、国縁部が外反するなどの特徴を有する。同種のものは、

以前芍松江喰ケ谷 2号墳でも検出され、出雲市天伸遺跡などでも知られ、Ⅲ期頃のものと考えられて

いる。しかし、これとてもまだ出土例の少ないものであるから、ある程度年代幅を考えておいた方が

よさそうである。

以上、出土品の検討から、Ⅱ期に該当するものの多いことが分かったが、一方でⅢ期のものともⅢ

期のものとも決 し難いものも合まれているので、本古墳の築造年代は、おおまかにⅡ期の末もしくは、

Ⅱ期とⅢ期の境い日頃になるのではないかと思われる。

このように考えるならば、本古墳は、東に隣接する「乃木二子塚古墳」と時期的にも、そう隔たる

ことなく築造され、しかも、基線の方向がほぼ一致することから、この両古墳は、何らかの深い関係

にあったことは、ほぼ間違いないであろう。

ところで、両古墳の南部丘陵上には、かつて「長砂古墳群」があった。いずれも、一辺 10～ 15m級

の方墳で、計16基あり、 5世紀中葉の樽形瞭、把手付碗、大形と小形の疎を供献もしくは、冨1葬 して

いたことから、 5世紀中葉から後半頃にかけて、連続継起的に築造されていったものであろう。

この段階では、乃木地区では、比較的小規模の勢力を有する集団で、より大きな豪族と一定の支配

関係にあったために、当時としては入手しにくい須恵器の類を下賜された一方、お墓の大きさは強い

規制を受けていたのだろち。

次に、「乃木二子塚古墳」の段階では、勢力は最も大きくなり、恐らく、現在の松江市の南西部一

帯を勢力下においていたのではないだろうか。しかも、前方後方墳という墳形が採用されていること

からも、少なくとも出雲東部全域を掌把 していた大豪族の系列にあったことは否めない。

一辺 18m前後と「乃木二子塚古墳」の規模からとすると、やや勢力が弱まった感のする「二子塚古

墳」の被葬者は、長砂古墳群→乃木二子塚古墳という系譜の流れの中にあって、全盛期の最後を飾る

にふさわしい古墳である。

時期的に、二子塚古墳の後にくる古墳については、全く不明であるが、階層分化が激しくなり、大

きな古墳は、つくられなくなったものと考えられる。             (岡 崎雄二郎)
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1.位 置 と歴史的環境

本古墳は、松江市の中心市街地より南へおよそ 4 2kmの 地点にある南北に続く丘陵尾根に立地して

いる。南部は、湖南中辛校との境界で崖面となっている。標高は、約43mを計る。所在地籍は、松江

市乃白町字潜松 1282-4で ある。本古墳の北倒を尾根伝いに約 180m行 くと調査対象遺跡である後友

田 (う しろともだ)古墳に到達する。この古墳は、直径H～ 13mの 円墳で内部主体は不明であるが、

墳裾や溝中から山陰 I期 の須恵器を出上 している。

又、南西へ約 400mの 山際にある菅沢溜池の水辺では、古墳時代後期頃の上師器小壷、須恵器蓋郭

類が出土 しており住居跡が推定される。水田をへだててすぐ西狽1の 山に目を転ずれば、田和山古墳が

ある。これは、前方後方墳 1基、前方後円墳 (推定)2基の他方墳も多数伴うものである。

0            0m

第 57図  港松古墳推定地平面図
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要概の査調2.

測量の結果では、東西長22m、 南】と長25m、 高さ2mほ どの長方形の高まりを呈していたが、調査

したところ、表上の下は、 5～ 40clllほ どの褐色土が覆っているだけで、一様に明褐色～黄褐色の粘性

上の地山となっており、地山面には、何ら遺構らしき堀方も存せず、土器等遺物も皆無であったので、

これを古墳ではないと断定するに至った。

一方、この推定地の東側墳裾には山道があり、

あり、人為的に加工された地形であると判断

されたため、この部分をE区と名づけて調査

した。その結果、第59図のように平坦地の中

央部でV字溝が検出された。溝の上端幅は中

央部で 6m、 深さ 075m、 東部で幅 54m、

深さ09mを 計る。堆積上の大半は、砂質土

で薦底付近に大小10個余りの石があった以外、

何ら遺物は発見されなかった。堆積土が砂質

上で比較的新しい時期に理まった可能性もあ

り、山裾から尾根の方向へ上がってきている

ことから昔の山道の一部と考えることも出来

る。 (佐 々木稔・岡崎雄二郎 )

さらに東方には、南北側に土手を形成する平坦地が

BI

第 59図  E区 調査成果図

古
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後 友 田 古 墳





1.

(1)古 墳 の立地

本古墳は、松江市乃白町字後友田1282-4番地に所在する。友田遺跡の南方約 l kmの地点にあり、

潜松地区からは稜線に沿って 100mほ ど北側に位置している。潜松地区から北にのびる稜線が東に分

かれる分岐点の最高所に当る。

(2)墳 丘 の構造

古墳西偵1はすでに半分以上が崩壊していた。また墳頂部には四等水準点があり、この水準点設置の

ために墳頂部が削平された様子で、墳頂部東端に高さ30cmほ どの土塁状の盛り上がりが残されていた

ひ  以外は全て平坦であった。墳頂部及び墳丘斜面はともに 3～ 5 clllの 表上の下に10～ 20clllの 厚さで明褐

色土層が検出された。堆積土はこの 2層だけで、その下は、黄褐色～明褐色の硬い砂質土の地山とな

要概の査調

ｒ
撃

＼

第 60図  測
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っていた。西側の崩壊 した斜面には厚さ40cmに わたり上砂が堆積 していたが墳頂部には主体部は全 く

発見 されなか った。水準点を中心として 4ケ所にその支えのための柱穴が検 出された。

古墳東側の調査結果か ら本古墳は丘陵の最頂部を10cmほ ど残 して、そこか ら略円形に斜面を削り取

り、その土を墳丘基盤上に盛 り上げて築成 したものであろう。周濠は北側でのみ部分的に確認された。

以上のことから、本古墳の規模を推定すると、南北径13m、 東西径 1l m、 高さ 2m前後を測る略円

墳ではなかったかと推定される。後世、西側斜面が何 らかの理由で くずれ落ち更に近代に至 り水準点

設置のために、主体部ともども墳頂部を削り取り、その土を南側斜面に落したものと考えられる。遺

物の出土状況もこれを裏づけている。すなわち墳頂部には旧表土上より検出された弥生土器片のみで

これより上層の堆積土中では遺物が全く検出されなかったこと、古墳に供献されたと思われる須恵器、

土師器片はすべて墳丘斜面もしくは墳裾より出土 していることである。

(3)出土遺 物の概 要

イ、須恵器

北西部の墳裾に須恵器、土師器片が混在して出土 し、北側墳裾でも同様の状態で須恵器片が検

出された。遺物整理と復元作業の結果、北西部では郭蓋 1個体と郭身片 1片 、甕か壷の破片と思

われるもの 5～ 6片 に分けられた。その他に坑および別の郭蓋がほぼ完形で出土 した。

Nd lは この郭身である。後友田の北西斜面及び墳裾に散乱していた同じ個体の破片20片余りの

と
フ

・３
QI

第 61図  調査成果平面図

-70-



細片を復元した結果、そのうちの半数が接合

した。□径 H.8clll、 器高 5 9cm、 立ち上がり

高 1,7 cmを 計る。受部は上外方にのびる。□

縁はやや内反し、端部はハ傾する曲面を有す

るが、幅 0 4 11ullほ どのわずかな段が認められ

る。巻きあげ成形の後、回転ヘラ削りを施し

て調整したもので、胎土は灰色でやや硬い。

(63遇コ1 )

No 2は No lと 同地点から検出された杯蓋の

日縁である。配 1の 破片を混えて出土 した

ことからこれとセットになるものであると思

われる。 3 clllほ どの小片 1片 が出土 したのみ

で、法量の計測は不可能であるが、端部は内

傾する段を持ち.胎土器形の調整ともに杯身

と同じであると思われる。 (63図 2)

NQ 3は 同じく北側周溝内の黒色土層中の薦

底近くに散乱 していた婉である。国径 7.75clll

器高 6 2 cll、 底径 4.15clllを計る。二段の蓋受

けを設けたたちあがり高は 1.8 clllで 、やや内

傾する。端部は鋭く切れ上がっている。把手

は作られていないが非常に丁寧な作りである。

(63届霞3)

No 4は 同じ北側円溝内から出土 した有蓋高

味かまたは有蓋壷の日縁部であると思われる。

受部高 2.l clllを計る。体部上半部の器表面に

波状文が施されている。□縁部はほぼ垂直か

もしくは内反するものとみられる。端部は内

反してわずかに内傾する段を有している。

(63図34)

血 5は北側墳裾で発見した。□径 11.4clll、

高さ 5 2 clll、 日縁部高 2.O clllを計る。内面に

は縁色の自然釉が付着し、外面の口縁部にも

自然釉が付着している。器形調整のため右回

り回転ヘラ削りを施している。胎土は灰白色

図
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でかたい。卵形に変形 しており国縁部もその影響をうけてゃゃ外反したり内反したりするが、お

おむね垂直を呈している。端部は平らで内傾するいわゆるのみ刃形である。 (63図 5)

No 6 7は墳丘東側斜面より出上した。厚さ 7111111を 計る。外面は平行叩き目文を施し内面は同心円

叩きの後、スリケシ状の横ナデ調整がみられる。甕の肩部とみられる。 (63図 67)

口、土師器

須恵器と共に墳丘北部裾より出土した。土師器は細片のみで形態や特徴をつかむことは出来な

かった。削平された墳頂部の平坦面からは弥生土器片が出土 している。

No 8は墳頂南東部旧表土中から出土 した弥生土器の底部である。底径 8 6 clllを測る。中心部で

厚さ 8 Elllを 計る。 (63図 8)

醜 9は 同地点から出上 した□縁の一部であるが、おそらく複合回縁の断片とみられる。

“
3区 9)                 CI と

フ

=≦
三二よ 2

｀
二 斗 守 8 Э屯

ii 6

第 63図  遺物実測図
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本古墳がすでに本来の姿をとどめていない以上、古墳の築成当時の主体部の形状や供献された土器

の位置、数量等を推定することは出来ない。しかし、ここから出土 したいくつかの土器や、その破片

から本古墳の築成年代を推定することが可能であると思う。まず最も普遍的な蓋杯について考察して

みたい。出土 した蓋郭にみられる特徴は以下の点である。まずtTh身は、国縁が二段式の形状を有して

いる。郭蓋には上面と側面とを分かつしっかりした突帯を設け、□縁高は2011ull以 上を計ること、また

端部は二段式かのみ刃状を呈していることである。これらの特徴はいわゆる山陰 I型式の蓋界に対比

出来るものだが、もっと特徴的であるのはこの蓋郭と同伴 して須恵器坑が出土 していることである。

これは県内では長砂古墳群から出土 した把手付坑の他には初例であることから山陰 I型式と同時代か

|ひ  もしくはこれ以前 1こ製作された可能
ll■も否定出来ない。

この婉と同様の特徴をそなえ、かつ蓋郭も同伴 しているもので編年のたしかな例として、大阪陶邑

古窯跡群があげられる。この報告によれば、前出の特徴をそなえた蓋郭は、陶邑第 1型式の 3か らⅡ

型式の 1に対比されるものであるが、筑の類になると第 I型式の 2か ら5ま でに出土するに限られて

おり、さらに後友日の把手の全くない婉は I型式の 2か ら3の段階にとどまるものである。このこと

から後友田古墳の出土遺物は陶邑の編年に対比した場合、ほぼ第 I型式の 3段階に比定出来るものと

推定される。

次に山陰 I型式の特微をもつ松江 。金崎、薬師山古墳の出土遺物をこの陶邑に対比してみたい。山

陰 I型式の特徴である蓋杯の蓋・身ともに、上部、底部が水平に近 く、たちあがり高、口縁部高の高

く垂直で、かつ二段式の回唇をもち、稜のはっきりしたものをみると、ここでは第 I型式の 3か ら5

にあらわれる特徴である。また高郭にみられる口縁部や脚部のすかし孔の特枚をみると第 I型式の 3

から4にみられるもので、これら二つのことから陶邑では第 I型式の 3か ら4に対比されるものと考

う  
え

iと

'}所

を比較すれば、後友田古墳の築成時期は金崎、薬師山古墳と同時代かもしくは若干古く

なるものと推定される。

本報告書に所以の長砂古墳群ではこの後友田古墳の築成時期と同時代かさらに古いと考え られる

大型樽型疎や把手付塊が出土 しており、おたがいに近接していることから、この乃木地区一帯に古式

の須恵器を所持することの出来た有力集団社会が形成されており、本古墳は、長砂グループから分離

した小豪族の墓であると思われ、さらに墳形が、円墳になるらしいことから畿内との関連も考えねば

ならないのかも知れない。

一方、出土 した須恵器類は、いずれも山陰 I型式の範ちゅうに合まれ、しかも坑にみられるように

県内でも初例の器種も含まれている。

I型式の須恵器を暁成した窯跡は、今のところ安来市・高畑窯跡以外には未確認であるが、果して

出雲地方で焼成されたものなのか、あるいは、畿内地方からもたらされたものなのかは今後の検討に

結
９

留
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まつしかない。 (中尾秀信)
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1.位 置 と歴 史的環境

浜乃木町―帯の低丘陵の内、西へ突出した一支稜の尾根上に立地する。尾根は標高23m、 西側の水田

からの比高は、15m余 りを計る。所在地籍は、松江市浜乃木町 2790、 2793-1、 2793-2、 2793-3

である。字名は、友田であるが、すぐ北側の丘陵上に友田遺跡が所在し、混乱するので、友田遺跡の

南部の遺跡という意味で「南友田遺跡」と称する。

本遺跡のすぐ北側の丘陵尾根上には、前述の友田遺跡が所在する。弥生期の集団墓地で土墳墓28基、

墳丘墓 6基、四隅突出型方形墓 1基が確認されている。その他、北方には山陰 I期 の須恵器を出土し

た向原 (む こうばら)古墳群、西方の山には、前方後円墳を合む田和山古墳群、南部に続いた丘陵尾

根上には山陰 I期 の須恵器を出土 した後友田古墳がそれぞれ所在する。

丘陵尾根上は、平坦であったので、中軸線にそって北 (N区)と 南 (S区 )に まず 2大別し、さ

に直角方向に幅 4m間隔で区分し、それぞれを、N-1、 N-2、 N-3区 ……S-0、 S-1、
-2区 ……と称した。平坦地上では、いくつかの不規則に点在するピットと少量の土器片の他は、
とまった遺物や明確な遺構はなかった。

【遺構】

(1)SK01、 S-5区 の南斜面に位置する。平面は、やや長方形で北西―南東の幅約 12m、 北
東―南西の幅約 lmを計る。 3段の落ち込みになり、2段 目は、50× 40clllを 計る。 3段 目は25×

25clllを 計る。深土は、南部地山から57cn、 北部地山面から1.28mを 計る。壊底には遺物は全くな

かった。壊底から30～40clll上方に丸味のある石計 5個を中央部に入れている。これらの石からお

よそ10cn上方で弥杵十器と石包丁の破片を発見した。他にも弥生土器の小片が多数出土 したが全

て、石群より上層にあった。

(21 S-0～ S-3区 の遺物群

地山面は、S-3区 の中ほどから南部斜面に向けて急傾斜し、南側でV字に近い溝となってい

る。この溝付近とS-2区 の地山平坦面、S-0区 の急斜面を中心に大量の須恵器片が出土し

た。S-3区 の斜面では、大型甕の他、蓋郭類も出土した。S-2区 の平坦面では、大型甕の破

片が集中的に散布しており、復元の結果これらは 1個 体のものであった。 S-0区 の急斜面で

は、やはり大型甕の回縁部が出土 した。又、これらの南側斜面では弥生土器の甕底部や、砥石、

石器類も出土 した。

(3)N-1～ N～ 5区の遺物群

ほとんどが、北側斜面上の暗褐色～黒褐色土層から出土。 S区 と違い、この区域では、須恵器

類が少なく、逆に弥生土器片が多い。土器の他は、N-2区 で黒曜石の石鏃 2点、サスカイト質

要概の査調
９

，

，う

　

Ｓ

　

ま
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の石鏃 1点、N-3区 で黒曜石の石鏃が 1点出土 した。

(4)SD01

この溝は、N-1区 の南部を東北方へ約14mま っす ぐ

に走り、N-5区 で南西方向へほぼ直角に折れ曲がり、

S-5区 の南斜面で自然消滅 している。上端幅85cm、 下

端幅1lctll、 深さ92clllを 計 り、上が堆積 していた。溝内に

は、何 ら遺物は、発見されなか った。上部の堆積土をみ

ると表土層から堀 り込んであることが分かったので、恐

らく後世の加工になるものと思われた。

(1)SK01 土壊内上層の出土土器片をみると、弥生時代

前期後半の土器であり、混入品であるとしても他の時期の

ものがないことからそのころの上鏑であろうと思われる。

中層部に石群が存在したことから墓の可能性もあるし、貯

蔵穴とする見方もあるが、いずれとも決し難い。

12)丘陵先端部

S-0～ S-3区 、N-1～ N-5区 では、弥生土器を

はじめ、須恵器、土師器類が大量に散布 していたが、この

付近一帯の地山をみると尾根中央部は平坦であり、これは、

東側の支稜基部 (S-20区、N-19区 )ま で同様に平坦面

を呈していた。表土は20clll～ 30clllほ どで、遺構を伴なわな

い。しかも、S-6、 7区ではかなり広範囲に後世の撹乱

を受けた跡があり、丘陵先端部では前述したとおり深い溝

が形成されていた。土器類が出土 したのは、全て南北両斜

面に近い平坦部かもしくは、斜面である。廃棄された状態

である。これらのことから、丘陵上部平坦面は、後世畑地

帯に削り平開墾された可能性が強い。恐らく、以前は、弥

生～古墳、歴史時代にかけての住居跡があったのではない

かと考えられる。

61討検の構遺3.

図
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討検の物遺4.

1～ 3は 、SK01の 内部堆積土出上のものである。 lt壷形土器の頚部から体部上半部にかけて
の破片。頚部に 7条以上の幅 0 5 11ullの ヘラ描き沈線を施す。弥生前期後半のもの。

2は 、甕形土器の頚部から体部上半部にかけての破片で、頚部から2 5 clll下方に 9 11ullの 間隔をおい

て 2条のヘラ描き沈線を刻み、その内側に斜行糖円型刺突文を施す。やはり、弥生時代前期後半のも

ので、松江・ タテチョゥ遺跡に類例がある。

3は、頁岩もしくは泥板岩を利用した石庖丁で、端に近い部分の破片である。端部に近い方の幅は、

1.35clll、 中心部に近い方の幅は、 3 25 cIIl、 長さは、 3 1cm、 厚みは、 5 11ullを 計る。半月形もしくはま

なこ状のもので、基部の復元長は、15cmほ どになるものと思われる。両面ともに、よく磨研されてお

) 
り細かい擦痕の線がついている。

4、 S-2区 斜面の黒褐色土層から出土。弥生土器の底部である。底径 6 8 clllを 計る。
5、 S-2と 3区中間畦の黒褐色土層から出土。弥生土器の底部である。底径 7.O cmを 計る。
6、 S-10区の褐色土層から出土。弥生土器の底部で、底径 6.5 clllを計る。

7、 S-3区 の斜面黒褐色土層から出土。土師質の皿である。底部が 1 3 clllと 分厚い。

1 生         lm

第 67図  SK01実 測図
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8、 S-3区 の斜面黒褐色土層から出土。砥石である。両面共に斜方向の使用痕がある。火成岩質
のもの。

9、 S-2と 3区の中間畦の黒褐色土層から出土。須恵器の蓋である。□径13cm、 器高 4 2cmを 計

る。天丼部外面は肥厚 し、百」り痕を残さない。山陰 4期のもの。

10、 S-3区 の斜面、黒褐色土層から出土。須恵器の蓋である。□径 1 2 7clll、 器高 4 5 clllを計るc

天丼部外面は、一方向になでる。山陰 4期のもの。

11、 S-2区 の暗褐色土層中から出土。須恵器の蓋である。□径 13 3clll.器 高 4 3 clllを計る。天丼

部外面は、削り痕を残さない。山陰 4期 のもの。

12、 S-3区 斜面から出土。□径 9 2cm、 器高 3,4 clllを 計る小型の蓋である。天丼部外面は、右ま

わりの回転削り調整を施す。

13、 S-3区 の斜面から出土。須恵器つまみ付の蓋である。□径 10 3clll、 器高 3 3 clll、 内、つまみ

の部分は、高さ l clll、 直径 1 5 clllを 計る。山陰 4期以後のもの。天丼部以外は、右まわりへ回転ヘラ

削り調整を施す。

14.S-3区 の斜面から出土。須恵器の蓋である。□径 9 3cm、 器高 2.2 cmを計り、調整を施す。

山陰 4期以後のもの。

15、 S-2と 3区の中間、斜面の暗褐色土層中から出土。須恵器の邪身である。□径 10 7cmを計る。

山陰 4期のもの。

16、 S-2区 の黒褐色土層中から出土。須恵器の郭身である。□径 13 5clllを計る。山陰 4期 のもの。
17、 S-5区 南狽1斜面より出土。須恵器の郭身である。□径 12 2cmを計る。山陰 4期のもの。

18、 S-3区 の斜面から出土。須恵器の郭身である。□径 1 l clll、 器高 3 6 clllを計る。山陰 4期のも

の 。

19、 S-2区 の暗褐色土層か ら出土 。須恵器の疎形土器の□縁部である。□径1lcmを 計 る。山陰 4

期頃のものであろう。

20、 S-3区 南側斜面の黒色土層か ら出土。須恵器の大型甕の口縁部である。□径52clll、 既存高

16 5cmを計る。口縁外面は肥厚 し、その直下に波状文と 2条 の平行沈線を 2単位で くり返すもの。

21、 S-3区 南側斜面か ら出土。中型の須恵器甕の回縁部か ら体部にかけての破片である。□縁部

外面は肥厚 し、凹む。文様帯はない。

22、 S-3区 出土。須恵器大甕で□径23 4 cm、 体部最大径46cm、 器高 50 8 cmを 計る。

23、 S-0区 出土。須恵器大餐の破片で、回径55cln、 □縁部高 19,6cmを 計 る。

24、 S-3区 の表土層か ら出土。黒曜石製の石鏃である。長さ 2 xlx、 基部の幅 1.2 clll、 厚み 3 11ullを

計 る。凹基無茎式の弥生時代のもの。

25、 N-5区 北部の暗褐色土層中か ら出土。須恵器の郭身である。□径 10 8clll、 受部径 13 2clll、 器

高推定 3 2cmを 計る。たちあがりの低いもので、山陰 4期である。

26、 N-4区 北側か ら出土 。須恵器の蓋である。口径 8 4 clll、 器高 3 3cmを 計る。天丼部外面はケ

e
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ズリ痕を消去する。小型品で山陰 4期のもの。

27、 N-6区 の暗褐色土下層から出土。須恵器の大形甕の回縁部である。□径 29 6clllを計る。日縁
部直下に波状文と 2条の沈線文を 3単位くり返す。波状更は、施束原体の太いものを使用している。

28、 N-4区 地山表層から10cm上方の黄褐色土層中から出土。肥厚するEl縁直下に10本単位の波状
文と2条の沈線文を 2単位くり返す。

29、 N-2区 の北側斜面、暗褐色から黒褐色土層から出土。弥生土器の甕形土器である。□縁部は、
外傾し、端部に刻み目を付ける。頚部の下 1.5 clllか ら3.5 clllま での区間に 7条のヘラ描平行沈線文を

絶す。弥生前期後半のものである。他に体部に 3条のヘラ描平行沈線文を施した甕の破片もある。

30、 N-3区 、黒褐色土層中から出土。弥生土器の底部である。底径 8 5cm、 厚み 1,6 cmを 計る。
31、 N-4区 、北側暗褐色土層中から出土。弥生土器の□縁部である。□縁上部は、幅 2 cmほ どの

平坦面を成し、外方へ水平に突 き出る。端部に斜めの刻み目文を施す。頚部の直下には、 2 4cmの 区

間に、 5条の太いヘラ描平行沈線文を施す。体部は、やや外反する。他の破片で、体部から口縁部に

向ってゆるくカーブする型式のものもあり、これには、 3条の沈線が施されている。□縁の断面が逆

第 68図  遺物の出土状況
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L字型となる式のもので、北九州地方に類例が求められる。弥生後期後半のものであろう。

32、 N-5区 の暗褐色土層より出土。弥生土器の底部である。底径 12 2cm、 厚み 1 l clllを 計る。
33、 N-5区 北側の暗褐色土層より出土。土師器の壷の□縁部である。単純口縁で頚部直下で分厚
くなる。口径 14,O cnを計る。

34、 N-2区 の地山面から出土。黒曜石製の石鏃である。長さ 2 cIIl、 基部の幅 1 3cm、 厚み 3 allllで 、
先端部をわずかに久失する。平基無茎式のもの。

35、 N-2区 北側暗褐色土層中より出土。黒曜石製の石鏃である。現存長 1 5cm、 基部の幅 1.3 cm、

厚み 25111111を 計る。先端部を欠 く。凹基無茎式のもの。

36、 N-3区 出上 の黒曜石製石鏃で、現存長 1.5 clll、 基部の幅 1 45cm。 厚み 4 11ullを 計る。凹基無茎

式のもの。

37、 N-2区 暗褐色土層中より出土。玄武岩質の石鏃で、長さ 1,7 cm、 基部の幅 1.3 ctll、 厚み 2111111

を計る。凹基無茎式のもの。

38、 N-5区 の暗褐色土層中より出土。黄土色のチャー ト質の石材を使用 したスクレーパー型石器
である。長さ1lclll、 幅 45～ 8 clll、 厚み 2.5 cmを計る。

「
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第 70図  N区 出土遺物実測図

331

-83-

O                i蛎



′
Jヽ5. 結

本遺跡は、尾根上平坦面を後世削平された形跡があり住居跡などの明確な遺構は確認出来なかった

が,南北両側の斜面付近からは、弥生前期後半頃の土器と方形の土矮、石鏃、石庖丁、そして古墳時

代終末期頃の須恵器類が多量に出土 し、住居跡のあったことをほのめかすものである。特に、弥生前

期後半の土器類は、出雲部では、松江 。タテチョウ遺跡、松江・石台遺跡から出上 したものに類似し

ており通有品が多いと思われる中で、31の甕形土器は、器形の特徴から北九州地方にその系譜が求め

られるものであり、当地方では、あまり見受けないものであろう。

北側に立地する友田遺跡では、墳丘墓の基盤を成す旧表土層や、土塘墓の周辺からやはり弥生前期

後半の甕や壷形土器の破片が点々と出土 している。又、西方の低地に立地する欠田 (か けだ)遺跡で

は、弥生前期後半から古墳時代前期までの土器を出上 している。

これらのことから、浜乃木の平野一帯には、弥生時代前期後半頃に水稲耕作技術をもった集団が住

みつき、低地を水田に開発する一方、丘陵上に住居や墓地を設けて弥生時代の後期頃まで生活を営ん

だことが知られる。南友田では、弥生中期、後期といった土器は、皆無であるので、中期以後、生活

の拠点を移したことが考えられる。 (佐 々木稔 。岡崎雄二郎)
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1.位 置 と歴史的環境

本古墳群の所在地籍は、上乃木町字向原2786番地 (土地所有者・宅和昌宏)で、標高18～ 20mを測

る低丘陵上に立地する。西側の水田面からの比高は、H～ 12mを 決」る。この内、北西方向へのびる北

側の丘陵上にあるものを 1号墳、南側の丘陵上で西側先端部に近い古墳を 2号墳、東側の古墳を 3号

墳とした。

当古墳群のさらに南側の丘陵には、別稿で報告する友田遺課が所在し、さらにその南の丘陵には、

南友田遺際が所在する。

北側には、確実な遺跡は所在 しないが、県種畜場や畑によって小規模の古墳は、既に破壊されてし

20m

2号墳

3号墳
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まったかも知れない。

友田遺跡は弥生中～後期の墳丘墓、土壊墓、四隅突出型方形墓を検出し、南友田遺跡では、弥生前

期の上療墓などを検出している。

2.各 古 墳 の 概 要

(1)第 1号墳

ア、墳丘の構造

墳丘は、かなり凹凸があり撹乱を受けた形跡があった。測量では、南北 6m¬ 東西は、西部が

急斜面となっており、下端の線が不明確であるが、65m前 後、高さは、東と南がなだらかとな

り、北と西が傾斜し、25～50伽を計った。表面には、円筒埴輪や葺石は見当たらなかった。   cl
調査の結果、同囲の地山を切削し、周濤を設け、その内側に南北 6m余 り、東西およそ 65m

の墳丘基盤を設ける。基盤上には、旧表上の表層である黒褐色土を遺存する。

盛土は、全般的に15clll前後で非常に薄 く褐色土を呈する。

日溝は、西側を除き 3方にまわる。上端幅 2.5～ 29m、 壊底の幅 05～ 1.Om、 深さは、東

溝で36clll、 北溝26clllを 計る。黒色土層、黒褐色土層が堆積している。

イ、遺構

墳丘上には主体部は見当たらなかった。東と南の円溝内には、不定形土塘が 3基、古銭やかわ

らけ類を含む火葬骨片群が 5か所検出され、古墓と思われる。この内、土娠は 4号で唐津院の小

皿が出土 したことから江戸時代前期頃のものであろうと思われる。火葬骨片が伴なわないことか

ら土葬と思われる。と、 2、 6、 7、 8号古墓出上の骨片は、人骨と思われ、これらの古墳は、

中世末～近世初期にかけて古墳を利用して営なまれた古墓であろうと考えられる。

を堀:と曽ぞ岳髯:ifζ ttE査露尼握と各二ζ畳そ4極ほ:甘 : 
方、他の骨片群は、浅く穴

 e
墳丘の北側には、円型墳が 1基所在する。測量では、わずかな高まりを認めていたが、その時

点では古墳とは考えなかった。 1号墳の周囲を調査した過程ではっきりと確認されたので、これ

を 4号墳とする。直径 49mの 範囲の地山を切削加工してその内側にEE3薦と墳丘基盤を形成した

もので、円溝は、上端幅 1.4～ 1.5m、 底幅40cm前後、深さ30～ 60clllを 計る。基盤は、さしわた

し2mほ どの円型で、このとに30clllほ どの盛土を施している。しかしながら、主体部は発見され

なかった。

円溝内からは、須恵器片、土師器片がわずかに採集されたがはっきりと時期を確定するには至

らなかった。

ウ、遺物

1号墳関係

Ⅲう
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1、 東側の同庸内から出土。須恵器の郭身である。□径 10 3ctll、 受部径 13clll、 器高 (推定)6.1

clll、 立ち上がり高 1 9 clllを 計る。□縁端部は段をもち、日縁は内傾する。受部は短かく上外方へ

のびている。底部は、右まわりの回転ヘラ削りを施すが範囲は狭い。陶邑編年の I型式 5段階もし

くは、■型式 1段階のものであろうP(図 75)

2、 墳頂部西側斜面より出土。小型のことなるもので外面はタテ方向の平行叩き目の上に横方

向のカキロ調整を施す。内面は最大径 3 clllほ どの比較的小さい同心円 (溝が 6重)押当具の圧痕

を残しているが横ナデ調整により大半が消去されている。

3～ 5、 墳丘基盤上の土壊内から出土。古墳築造以前のものである。 3は、回径24clllを 計る弥

生の甕形土器の□縁部である。外面に 2条の沈線を設け、いったん内反し、その直下で外反する
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が、いずれ も浅い曲線を示す。 4は 、□径10cmの 直立する□縁部 と底部である。直□壺であろう

か、□縁部は、高さ 5 cmを 計 り、わずかに外傾する。底部は底径 5 4cmを 計り、いずれも外面暗

灰色を呈する。

6、 墳丘基盤上の旧表土直下か ら出土。□径 19.6 clllを計る弥生の甕形土器の口縁部で外面に 4

条の凹線を施す。日縁部はやや内傾 し、頚部は鋭 く届折する。

古墳関係
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第 75図  向原 1号墳遺物実測図



7、 3号古墓から出土。かわらけである。底部 6_4 clll、 日径 10 5 cm、 器高 2.35cmを計る。底外

面は、回転糸切り痕を残し褐色を呈する。

8、 3号古墓から出土。かわらけである。底部 7 0cn、 口径 H O clll、 器高 2.2 cmを計る。底部

は高さ l lllllほ どの上げ底となり、静止糸切り痕を残す。

9、 4号古墓から出土。唐津焼の高台付小皿である。回径 13 8cm、 高台径 5 0cm、 高台高 4.5

11u l、 全高 3 85cmを計る。高台は、ヘラによる削り高台である。体部内面から外面の底部近くまで

白色系のうわ釉がかかり、底部の無釉部分は、明褐色の地肌をみせる。

10、 6号古墓から出土。かわらけである。底径 6 4cm、 □径 11 lcm、 器高 2 5cmを 計る。底部

から体部にかけては丸味を帯びている。

11、 6号古墓から出土。かわらけである。□径 1 1 3clll、 底径 5 0cm、 器高 2 5cmを 計る。底部

は l Eullほ どの上げ底である。

12、 南東部周溝内褐色土層中から出土。かわらけである。日径10 9clll、 底部 7 2 clll、 器高 1 9cm

を計る。

13、 2号古墓から出土。数珠玉である。ガラス製のもので計15個を数える。最大のものは、艶

1の辻玉で、径 8 11ull、 総高 711111あ る。最小のものはNo 15で 、径 5 11ull、 総高 35111111を計る。

14、 鉄製のチャンガラ様の楽器と推定されるもの。直径 10 8clll、 高さ 1 75clll、 厚みは一様に

2.5 11ullを 計る。中央部で直径 7 2 clllの 範囲が円形に高くなっている。

15、 鉄製品であるが形状が不明確である。まず直径 4 11ullの 断面円形のリングがぐるりと円を描

き、それにまつわるように 3か所において、厚み 3111111の鉄線が複雑にからみ合っている。

16、 南東部日溝内、黒褐色土層から出土。土師質の上垂である。長さ3 15ca、 最大直径 1 2 cIIl、

端部で推定 8111111と 511111、 穴の内径は 4～ 45111111を 計る。手網用のものであろうか。

17～ 22、 古銭である。六道銭の役割を果たしたものであろう。

4号墳関係

周溝内から土師器片 1と 須恵器片少量が発見されたが、器形等不明であり、年代もよく分からない。

像)第 2号墳
ア、墳丘の構造

測量したところ、東西南共に一辺 10m、 高さ05mほ どの高さの低い小規模方墳と思えた。
調査の結果、東西長 8_85m、 南北長推定 8.8mの 略方形の墳丘基盤を残し、その外側を切削加

工して段となし、東部には溝を設けるものである。東の時は、底幅 05～ 10m、 深さ19cmを 計

り、南部においてはもう少し斜面の方へ延びているようであるが、南の段の下端は、中心杭から

5m南部の地点に求められよう。盛土は、墳央部で30ca、 裾で10～ 25cmを 計る。主に褐色土が盛

られている。

イ、遺構
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○土師器
△須恵器

第 76図  2号墳調査成果平面図

墳丘基盤のほぼ中央部において地山面上で鉄剣 1□ と鉄鏃 9本を発見したので、この部分に主

体部があったものと考えられる。鉄剣と鉄鏃はお互いに、内法で45clll、 外側で70clllほ ど離れた位

置にあるので、両者を左右両側に副葬した長方形の主体部が想定される。石などは皆無であった

ので、単なる木棺直葬であったと思われ、長さは不明というしかないが、幅は前述のとおり70clll Q7j

前後であったと思われる。

これら冨1葬品は、全て地山面にほぼ接しており掘り込みがないことから、木棺は墳丘基盤上に

その底面を置いたことが知られる。

ウ、遺物

遺物は、前述の主体部に関係した鉄器の他は、北側墳裾と東の溝中からそれぞれ集中して出土

した。

。主体部関係

1は 、鉄剣である。現存長 39 7cm、 刃長 34 9 clll、 茎長 4.8 clll、 刃部は基部で幅 3 4 clll、 厚み 5

111111、 鋒に近いところで幅 1.6 clll、 厚み 6111111、 茎部は基部で幅 3.l clll、 厚み 5111111、 先端部で幅 1,7

clll、 厚み 3.5 clllを計る。

ｈ
，
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第 77図  向原 2号墳遺物実測図

2は、鉄鏃で 9本分が銹化 してくっついている。観察がむつかしいが逆刺式の鏃で全長は 12

釦ある。茎部には桜皮で固定 した箆の一部が付着 している。

3は 、東の円溝内出土の須恵器で把手付無蓋高杯の郭部の破片である。脚部と口縁端部、それ

に把手部分を欠失する。□縁径は、推定 14clllほ どで稜部径も 14 0 clll、 脚部との接合部付近の径は、

5.2 cm、 杯部の高さ推定 8.85 cnを計る。郭部の深いもので、稜線直下に 5条以上の櫛描波状文を

施 し、さらに把手を付けるものである。陶邑編年でいう I型式の 4段階のものに類似すぎ。

4～ 6は 、東の円溝内か ら出土 した須恵器蓋郭の蓋部 3個体である。 4は 、□径 12 7 clll、 器高

5 5cm、 鋭い稜線をもつ。端部は内径する段をもつ。 5、 6も ほぼ同様のつ くりである。 5は 、

推定□径 13 2ca、 器高推定 5,3 cmを 計る。 6は、推定口径 13 0cm、 器高推定 5 4 clllを 計る。

う ③ 第 3号墳
ア、墳丘の構造

測量したところ、東西長 7m、 南北長 7m、

高さ 0,75clllの小規模の方墳であると思われた

が、調査の結果、直径1l m前後の範囲の地山

を切削加工し、その内側に周溝と墳丘基盤を

形成するものである。同溝は、60～ 65clllの 底

幅でぐるりと回り、南部において消失してい

る。深さは、外上端から34cm芍 墳丘基盤の上

端からは、50～ 55caを計る。溝中には、一様

に黒色土が堆積している。

1 9             
ぅcm
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溝の内側には、墳丘基盤が形成されている。溝底からの高さは、前述したとおり50～55cmを計

り、なだらかに上がる。上部の平坦面は東西長 52m、 南北長 38mを 計り楕円型を呈する。基

盤上には、中心部で60clll余 りの盛土を施す。全体としては、直径 9mの 円墳で同溝を有するもの

といえる。

イ、遺構

主体部は、確認されなかった。墳丘基盤上及び墳裾の地山面には、 5箇所のピットが確認され

た。墳丘築成以前のものであろうと思われる。

ウ、遺物

古墳に関係した遺物は全くなかった。 1は、墳丘基盤上の旧表土層から出土した弥生後期の甕

形土器の日縁部の破片で、回径13cm、 外面に 2条の凹線を施す。 2は、円溝内の暗褐色土層から

(11,ё

ヽ
、

第 78図  3号 墳調査成果図
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出上 したものでやはり弥生後期の甕形土器の□縁部の破片である。□径12clllを 計り外面に 3条の

凹線を施す。 3は 、墳丘基盤上の旧表土上面から出土 した弥生後期の甕形土器の□縁部の破片で

ある。□径16ctllを計り、外面に 3条の凹線を施し、下端部は下外方へつき出る。

rlヽ

(1)第 1号 古墳につ いて

調査の結果、一辺 6× 6.5m、 高さは溝底から80clllを 計り、 3方に日溝を穿つ方墳である。

主体部は、基盤を掘り込んではいないので盛土中にあったものと考えられる。古墳に関係した遺物

で年代観をよく表わすものは、 1の杯身である。これは陶邑編年でいうI型式 5段階もしくは■型

式 1段階のものに類似
g、
山本編年でいう山陰 I型製の範ちゅうに合まれるものであろう。

(2)第 2号 古墳につ いて

調査の結果、一辺 8.85× 80m、 高さは溝底から82cmを計り、東部に溝を設けるものであろう。

主体部は、基盤中央部に底面を基盤に置いた形で盛土中に設けられ、鉄剣と鉄鏃を副葬するもの

である。

当古墳の築成年代を推定する手掛りは、日溝内出土の須恵器類である。その内、 3は把手付無蓋

高郭で深い杯部を有し陶邑編年でいうI型式の第 4段階のものに類似する。山本編年では、山陰 I

型式に合まれるものである。

O)第 3号古墳 につ いて

調査の結果、直径 9mほ どの円墳で聞溝を有するものである。古墳に関連した遺物は皆無であっ

たので、その築造年代を知ることは出来ないが、 1号、2号墳が共に古式の須恵器を供献している

ことから本古墳も両墳とそう年代差のあるものではないだろう。

近隣の古墳では、長砂古墳群の 5、 15、 16号墳、後友田古墳が円墳と考えられ、時期もやはり、

山陰 I型式の須恵器を供献する頃と考えられている。

本古墳も、何らかの政治的契機によって方系墳の系譜の中に割り込んできた可能性が強い。

●)第 4号 古墳 につ いて

1号墳の北側に隣接して所在する4号墳は調査の結果、直径 2.Omの 円墳で同溝を有する。非常

に小規模であるが、築成にあたっては 3号墳と同様の契機が考えられよう。

6)1号 墳周溝付 近の古墓 につい て

遺構の形状については、他に比較すべく類例がないので今後の検討に待ちたいが、浅い凹地に骨
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片の他.吉録など冨1葬品を納めた例は、松江・・馬込山古墓―が挙げられる.。 しかしそれは火葬場即墓

であるのでその点で差異がある。

出土古銭―は、その初鋳年をみると中国北宋、南宋のもので1日本の年号でいうと平安1末頃である。

しかし江戸初期に寛永通宝が出まわるまでは、こうした中国錢を‐東銭として広く―使用していたの

でこれだけでは古墓の年代は決められない。

そこで、土器類に目を転じてみよう。かわらけが計4個体出土してし―ヽるが、細かい編年が確立し

ていない以上、年代観は得ら―れない。最後に、4号土猿から出土した唐津焼の高台付小皿蓬検討し

てみたぃ。 「              .
白為錠のうわ釉をかけた小alは、江戸前期景のヽ のと考えてよい品である。したがって、これら

8つの古墓―については、大体江戸時代9前期頌を中心と!した頃に営なまれたも,のといえよう。

(佐 木々稔 。岡崎雄二郎)
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1.位 置 と歴史的環境

当遺跡の所在地籍は、松江市浜乃木町字友田2791(旧土地所有者、神庭 晃)と 松江市浜乃木町字

友田 2792-1(神 庭富吉外 1)である。

遺跡一帯には、南北に低丘陵が広がっているが、調査地は、西方へ 100mほ ど突き出た支丘の上部

に立地する。西側水田地は、標高 770m、 遺跡の標高は、 1900-2200mを 計り、その比高は、
1130～ 1430mと なる。北側に隣接する支丘には、向原 (む こうばら)古墳群がある。方墳 2基、

円墳 1基から成り、古式須恵器を供献し直刀、鉄鏃を副葬する。近世、墳丘を利用して古墓が10か所

形成されている。

一方、南側に隣接する南友田遺跡は、明治以後、丘陵上部が削平されているが、両側の斜面の暗褐

色土層中から弥生前期の上器片、石庖丁の破片、石鏃が出土すると共に、須恵器の蓋杯類や大甕の破

片も多量に出土 してぃる。

又、本遺跡の西方 600mの 松江農林高校敷地内には、欠田 (か けだ)遺跡が所在する。弥生前期か

ら古墳時代前期までの土器類の他、石庖丁が 1点出土 している。

その他、前方後方墳や前方後円墳 (推定)を合む田和 (たわ)古墳群や、山陰 I期 の古式須恵器を

供献していた後友田 (う しろともだ)古増、東部には、黒曜石の石鏃を出土する下沢 (し もざわ)遺

跡、計16基の小規模の方墳と円墳から構成され、樽形薩 (た るがたはそう)、 把手付椀、大小の進な

ど古式の須恵器を供献する長砂 (な がすな)古増群、長さ36111を 計り、周濠を設け.昭和 56年度の調

査によって、 6世紀前半期の築造になることが判明した乃木二子塚古墳などがある。

長砂古墳群→乃木二子塚→二子塚古墳の順に時期的に連続 して形成された一つの大きなグループを

構成する。

第 5表  友田遺跡群 A区土壊一覧表

SK

番号

掘り方上端 床面の内法
深 さ 特 徴

百
田 葬

その他
長辺 短辺 長辺 短辺 土 器 勾 玉 管 玉 石 鏃

1 1 71 1 35 1 56 1 18 0 34 配石 石鏃 2

2 2 21 1 27 1 60 0 64 0 53
配石
くり込み

黒曜石 1

3 1 27 1 29 0 93 0 59 0 49
面
石
上
敷

4 2 01 1 34 1 22 0 44 0 45
上面
敷石

硬質  1

5 2.05 0 95 1 70 0 50 配石
壷底部
3片

6 1 25 0 80 0 86 0 40 0 40
石
石
標
配

弥生後期
甕 1

7 1 60 0 83 1 26 0 64 051 石石
標
配 13～ 赤色顔料

若千
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SK

番号

掘り方上端 床面の内法
深 さ 特 徴

百
田 葬

その他
長辺 短辺 長辺 短辺 土 器 勾 玉 管 玉 石 鏃

8 2 27
1,25

～ 09 1 80 0 83 0 78
標石詰石
配石

11 200～ 黒曜石 2
サヌカイト5

2 25 1 16 1.67 0 72 0 46
石
石
配
標

10 1 42 0 86 0 92 0 40 0 40 配石
サスカイ

破片

ト

1

11 1.56 0.77 1 24 0 64 0 56

0 95 0 55 0 73 0 37 0 50

2 15 0 99 1.76 0 70 0 60 石
石
標
配

1
サスカイト

破片 1

1 29 0 81 1 07 0 41 0 78 配石
くり込み

(軟 )
115

1 58 0 81 1 20 0 44 0 54 配石 赤色顔料
若千

0 64 0 52 0 41 0 26 016 円形

17 0 99 0 73 1 06 0 87 0 41 標石
楕円形

弥生中期
前半の壷 :

18 0 92 14 0 58 0.54
黒 IIE411 Э

サヌカイト
C

19 0 75 1 125 0 56 0_69 配石

20 1 59 0 65 1 23 0 36 0 39 標石 38

1 81 0 88 1 59 0 78 0 61 配石詰石
くり込み

44

1 97 0 78 1 63 0 58 0 40 標石
くり込み 明勁

1 07 0 50 0 76 0 25 0 25 くり込み

24 1.25 0 65 0 95
046
判 37
0 35 くり込み

25 1.89 0 75 1 45
046
‐061 0 43 くり込み

0955 0 52 0 80 0335 0 46 配石
くり込み

計 12 526～ 黒曜石 2t
勁 卜&
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査 の 概 要

(1)A区 土壌墓群

SK-01

【遺構】 さしわたし1 35 mX 1 71 m、 深さ0.34mの楕円形の上装である。西南部に幅 04m、

長さ185m、 深さ02mの浅い平坦な段を附ける。この土躾は、 2段の落ち込みを有し、 2段 目の落

込みは、中心部で東西 05m、 南北 06m、 深さ02m近 くの略方形を呈する。この 2段 目の落ち込

みの内外には、さしわたし10～ 20 cm程度の角ばった転石が 10個余り認められる。転石は殆んど土壊

底面近 くに置いてあった。

調
９

色

出

フ働

うp

第 82図  SK01実 測図
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【遺物】 土壊内部底面からは、遺物は全く検出されなかった。土壊上部及び周囲の埋土からは、弥生

土器片、及び黒曜石製の石鏃が 2点発見された。黒曜石製の石鏃の内、 1は長さ 2 2cm、 基部の幅 115

cn、 厚み 3 11ullを 計る。 2は、先端部と両逆刺部分を欠失する。基部の幅 1 2 clll、 厚み 3 11ullを 計る。出土

レベルが上位なので、副葬品とは考え難い。 (図 82)

SK-02

【遺構】 堀 り方上面の長さ221m、 横幅最大 1.27m深 さ、西壁で 53 5 cm、 東壁で 33 clllを 計る。堀

り方の上部には、側壁に沿って、転石が配置されていた。この転石は一部 3段積みとなっているが、底

面までは至っていない。底面には、東西の壁直 下に 2条の溝と、東寄りにその 2本の溝と直交する形で

1条の溝がつくられている。これらの溝は上端幅 8～ 16 cm、 下端幅 4～ 5 cm、 深さ 5～ 7 clllの 細いもの

である。棺の側板をはめ込み固定 したのであろう。直交する溝は西側では認められなかった。

【遺物】 土壊内からは、石鏃が 1点発見された。東壁から40 cn西側までの範囲で正確な出土地点は
萄

明である。深さは、床面直上。黒曜石製で逆刺の両端を欠失する。現存長 1.5 clll、 幅 1 7cm、 厚み35

111111を計る。遺骸に伴 うものであろう。 (図 83)
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SK-03

【遺構】 掘り方は上面の長さ 127m、 幅 129mの不整 5角形を呈す。深さは中央部で 49 clll、 底面
の平面規模は、 93 cm X 59 clllの長方形を呈 し、掘り方の南部にかたよってつくられている。堀 り方の

四壁に沿って転石が配列されている。転石はほぼ底面まで 2～ 3段に積まれている。一種の石郭であ

る。配石によって画された底面の平面形はおよそ 80 cn× 40 cmほ どになり、この大きさでは成人の伸

展葬とは考え難いので、足を折り曲げたか、洗骨 したものか、又は、幼児の遺骸を埋めたのか、いず

れにしてもこうした一種の石郭状の埋葬施設は、出雲地方はもとより山陰地方では例を見ないものである。

掘 り方の上面には、厚さ 3 cm～ 5 clllの 均一な厚みをもつ扁平な板石を二重に敷き並べ覆ってぃる。その

範囲は土躾の上面だけでなく、その周囲にもおよび、さしゎたしlm× 135mを 計る。
【遺物】 石郭内からの副葬品遺物は全く認められなかった。

SK-04

【遺構】 掘り方上端の平面形は長さ201m、 幅 134mを 計る。掘り方下端の平面形は、長さ122
m、 幅 044m、 深さ45 clllを計り、棺の側板をはめ込んで固定 したと思われる溝が各 2条ずつ穿たれて

いる。長辺に沿った溝は長さ 1,8m、 短辺の側は、40 clll余 りを計る。深さは 5 cm前 後である。これら

の溝は、掘 り方の南壁にくつけて設けてあるため北壁に沿った部分については、棺外となる。次に、

この溝の外周に沿って転石が配列されている。転石は 2～ 3段積みで、最大 40× 25 cm程度の比較的

大きな石を使用している。一種の石郭である。土壊上部には、厚み 5 cm前 後の扁平な石を 3重～ 4重

に重ねて敷き並べている。その範囲は、 29m× 155mの広範囲にわたるもので、土療の直上部を中
心に周囲から落ち込んだ状態がよく分る。その落差は約 60 cmを 計る。このことは、内部に空間のあっ

たことを示 しており、それはとりもなおさず木棺に他ならない。とすると木棺にもしっかりとした木

の蓋板があって、それが埋葬後一定の時期を経た後、腐朽し陥没 した結果、土壊上部のこうした敷石

も中心部に向けて落ち込んだのであろう。これらの石は墓の位置を示す標石代わりになるものである。

【遺物】 棺内の西側中央寄りに管玉 1個が発見された。底面の地山面にほぼ密着していた。この管
玉は副葬品と考えて差 し支えないものである。

SK-05

【遺構】 掘り方の上端の長さ205m、 幅 095m、 深さ50 cmを 計る。掘り方の下端は、 17m× 0
7mを 計る。この底面には、やはり側板固定用の溝が穿れている。しかし、調査の過程で、底面をや
や削り過ぎたきらいがあるので遺存しているのは、長辺の溝の西端の部分と、東側の短辺に沿った溝

及び南側の長辺に沿った溝の東端都だけである。これらの溝の配置から考えると、木棺の大きさは、

長さ 1.45m× 04mしかない。

土壊の四壁内側に沿って上部のみほぼ一列に転石が配列されている。これらの配石は一段しかなく

土墳の底面まで到っていない。この上壊墓の東半部は、後述するところの貼石方形墓の西北隅部と重復

している。すなわち、東側の配石の上部に、厚み 5～ 10 clllの 黒色上が認められ、さらにその上部に貼

石方形墓の貼石が配列されているのである。このことからSK-05が 古く、その上にSK-05を
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第 85図  SK04実 測図
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無視した形で貼石方形墓が重複 して造られていることが分かる。

【遺物】 棺内底面付近から管玉が計13個発見された。いずれも西側中央寄りに集中して出土 したこ

とが注意される。 (図 86)

又、土療墓周辺の表土直下からは、底部の破片が出土 している。底径 9 2cm、 底部の厚み 1 15cm、

体部の厚み 7111111を 計る。胎土は砂粒少なく硬 く、黄褐色を呈する。 (110図 3)

9    聖m

___ 第 86図  SK05実 測図

SK-06

【遺構】 掘り方は、長方形を呈 し、上面の長さ1.25m、 幅 08m、 深さ04mを 計る。二段の掘り

込みを有し、二段目の掘り方は、長さ0.86m、 幅 04m、 深さ 7 clllを 計る。 この掘り方の東西両恨1の

壁に沿って 4 clll前後の浅い溝が認められた。これは棺の側板の固定用の溝であろうと思われる。長辺

の側には、溝は見あたらなかった。掘り方の東壁は、SK-05と 同様貼石方形墓の東側貼石列がの

-1饂 一



っている。又、土療の中央部から西側にかけては貼石方形墓の周溝が穿たれている。土壊内に石を配

した形跡は見当らないが、土壊の南壁を中心にして、さしわたし80 cm× 60 cmの範囲に転石を集め、

その西端に弥生土器を 1個体置いた集石遺構が発見された。

繹
/

0                    1

国
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【遺物】 土壊内からは、底面近くで管玉が3個出土した。Sl葬品と思われる。 (図 8t7)又、土

壊南側の集石遺構の西端に置いてあった弥生土器は底部を下にしているから本来は正常な状態で供献

されていたものであろうが、果 してSK-06の ものであるのか、それとも貼石方形墓に関連のあ

るものなのかどうか、他に類例がないので不明である。

この上器は、体部の大半を欠くが、□径 16 clll、 底径 4 8 clll、 推定器高 28 clllを 計る。□縁は、二重

□縁で拡長部は高さ 2 3cmを 計り、 3条の凹線文を施 し、下端部は下外方へ 2 11ull突 き出ている。

頚部はくの字形に鋭 く屈折 し、体部へ急角度で続いていく。このため体部最大径は、通常よりやや

下方に推定される。体部外面は、タテ方向の刷毛目調整を施 し、国縁部から頚部にかけては、一部に

ススが附着する。底部の厚みは、中央部で 4111111を 計る。内面の調整は不明である。 (図 tto´ 1)

SK-07

【遺構】 掘り方上面における長さは、 16m、 幅 83 cm、 深さ 51 cmを 計る。掘り方下端は、長さ 1

26m、 幅 64 clllを 計る。土壊西側の短辺の下端から10 cmほ ど中央へ寄った位置で、棺固定用の溝が穿

たれていた。溝は長さ 47 clll、 幅 10 cm、 深さ4～ 9 cmを 計る。この薄によって画された内側の長さは

83 caと なる。

土壊の四壁内側には、一段の転石が配列されている。特に西壁中央部には長さ 71 ca、 幅 17 cm、 厚

み 12 clllも の長大な石が使用 してあり注意される。土壊の北側は、貼石方形墓の貼石斜面にあたるため、

一部削平されている。その貼石は土療の南部をわずかに残 し、その殆んど上部を覆い配石との間には

暗褐色土が埋められている。

【遺物】 土壊内からは管玉が13点 出土 した。いずれも南側中央部よりの底面近 くにあった。赤色顔

料は北偵1中央部よりにあり、 2 cm四方位の範囲に集中していた。底面から4～ 5 cm上方の堆積土中であ

る。

SK-08

【遺構】 掘り方上端の長さ2.27m、 幅は南壁で 90 clll、 北壁で 125mを 計る。下端で長さ18m、

幅 88 clllを 計る。土壊の北西寄りが一段と低い底面となり、長さ 146m、 幅 07m、 深さ 4 caを 計る。

北壁には、深さ 6 clllの 溝がまわっている。側板固定用の溝であろう。同様の時は、南壁沿いにもあり、

長さ 50 cm、 幅 14 cm、 深さ 9 clllを 計る。

土墳の四周壁内狽1に は、やはり転石が配列されているが、他の土壊と違い、その殆んどが二重の構

造となっており、石の数量も多く、特に短壁側に石が多く使用されていることから入念な構造となっ

ていることが注意される。これらの配石は、土壊底面までは到達 していない。しかしながら北側の短

唯の南側には底面近 く5個の石が確認された。これは棺の固定用に詰石として棺と土壊の壁の間に置

いたものと思われる。

【遺物】 土療内からは、員数可能な管玉 200点、その他破片を加えると400点以上になるのであろ

うと思われる。おびただしい数の管玉が発見された。それに混 じって勾玉 11点、石欽 7点が出上 した。

これらは土壊の南半部に集中していたが、管玉の一部は北半部からも発見された。いずれも出上 した

蚕
Ч

0
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に通 した状態で、あるいは、遺骸についた状態でおさめられたのではないかと考えられる。

管玉は、最大のもので長さ 1.25 clll、 径 35111111、 円孔の直径 2 11ull弱 を計る。最小のものでは、長さ 7.

4111111、 径 3 11ull、 円孔の直径 15111111を 計る。いずれも黄褐色で、白色系のしまを混えるものもあり、緑

色凝灰岩質である。

勾玉は、長さ l clll前後、厚み 2～ 3111111を 計り、丸味のあまりない三日月型を呈する。内、 1個は、

明るい緑色と白色のンマロを呈 し、ひすい系の石かも知れない。それ以外のものは、少 しくすんだ草

色を呈 し、ろう石の如くやや軟質のものである。ひも通 し穴は、両面穿孔のものが大半である。

又、石鏃にしても弓矢として遺骸のかたわらに目」葬されたのであれば、一定の方向を向いて集中し

て出土 してもおかしくないのだが、これもその方向はばらばらである。又、先端部のみ遺存 している

ものもあるが、このことから遺骸に射込まれた状態であった可能性も十分考えられる。
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第 6表 石鏃法量一覧表
番 号

法量
1 2 4 5 6

長 さにm) 19

基部幅 (cm) 11 16 09

厚 み Cda) 2

石   質 黒 曜 石 サスカイト質 サスカイト質 サヌカイト質 サスカイト質 サスカイト質 黒 曜 石
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第 7表  勾玉法量一覧表

諜 1 5 6 7 8

長 さ Cm) 13 11 1.08 1 35 11 11 11 1 05 推定rl l 12

最大幅 Cmm) 40 40 45 48 J0

厚 み1漁† 2 20 20 フ_2

厚 み露貴 3 30 2づ

孔 径 Cmm) 15 2 10 25 1_5 i、 3
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の     第 90図  SK08遺 物実測図
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SK-09

【遺構】 掘り方の上面の長さ225m、 最大幅 116m、 深さ46 cnを計る。東西両壁の短壁の左右に

それぞれやや角度を外方へ向けたくり込みが認められる。

上壊四壁内側には石が配列されているが、東側の両角部分には見当らないし、石と石の間もやや間

隔がある。石は一段で底面までには到らない。土躾中央部の上面には、 44 cm× 32 cm、 厚み 19 cmのか

なり大きい転石が 1個配されておリー種の標石と思われる。

【遺物】 土壊内の遺物は皆無であった。しかし、土壊中央部底面において 5～ 6 cm× 4 cm、 厚み 5

clll前後のたまご形の円礫が 2個、 16 cmの間隔をおいて検出された。これは単なる石ではなく、わざわ

ざ同形同大の礫をもってきているので何 らかの意味があると思われる。
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第 91図  SK09実 測図 C
内、 1個 は 5.5 cm× a8cln、 厚み 3 clllほ どの円礫である。 (図 91)

SK-10

【遺構】 土壊掘り方上面の長さ1.42m、 幅 86 clll、 器さ 40 cnを計る。底面の長さ 92c41、 幅 40 cm

を計る。平面形は、楕円形で規模の小さいことに注意される。

配石は、四壁全外ではないが、上部に 6個 ほど配列されていた。

【遺物】 土壊肉からは、石鏃の破片が 1片出土 した。石質は灰色系統のサスカイ ト質ではないかと

思われる。

。
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第 92図  SK10実 測図

SK-11

【遺構】 掘り方の上面の長さ156m、 幅 77clll、 深さ56 cmを 計る。底面の長さ124m、 幅 64 clll
を計る。南壁直下には長さ 43 clll、 幅 10 clll、 深さ 3 cmの 棺固定用の溝が検出されたが、他には見当

らなかった。

土装に伴 う配石は全 くない。南壁部分は後の方形墓の貼石がめぐらされ、又、中央部は同 じく方

形墓の溝が穿たれている。

【遺物】 土壊内の副葬遺物は全く無かった。

SK-12

【立地】 SK-11の 西側 40 caほ どの間隔をあけて所在する。SK― ■が方形墓に直交するのに
対して、SK-12は溝と平行である。

【遺構】 土壊上面の長さ 95 clll、 幅 55 clll、 深さは本来 50 clllあ ったと思われる。底面の長さは 73

clll、 幅 37 clllを B‐Iる 。大半は方形墓の溝によって削平されている。

【遺物】 副葬遺物は皆無であった。
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SK-13

【遺構】 土城の上面の長さ215m、 幅 99 clll、 底面の長さ 1_76m、 幅 70 clll、 深さは東部で 60 clll、

西部で 41 cmを 計る。東西の短壁の直下にそれぞれ棺固定用の溝を穿う。東の溝は長さ 53 clll、 幅 20 clll

深さ 12 cm、 西の時は長さ 53 clll、 幅 17 cm、 深さ 22 clllを 計る。時によって囲まれた棺の長さはおよそ

1.5mと 推定される。

配石は、東、南、北壁の 3壁 に見 られ、西壁にはなかった。殆んど一重で、土壊の壁上部に平らに

-116-



置かれていたものと考えられるが、南、北壁の東寄 りの部分では二～四重となっている。 しか し、い

ずれにしてもこれ らの配石は、壊底までは到達 していない。

【遺物】 土壊内の副葬遺物としては、勾玉 1個、管玉13個、 サヌカイト質石鏃の破片が 1点発見さ

れた。 (図 94)こ れらの遺物は、土壊内覆土の上～中位に所在 し、下層～底面近くにかけては皆無

であった。このことは、ある程度撹乱を受けた結果によることなのか、全く別の状況を考えるべきな

のか決し難い。いずれにしても、他の土媛墓内の玉類の出土状況とは違いを見せている。一方正確な

出土地点が不明であるが、土墳の直上又は、周辺の表土直下から高杯の破片が出土 している。(図  )
it9-2

0            1m

磋

碑

|

3実測図第 94図  SKl
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脚部の破片で杯部を欠く。脚端部の直径は 4.2 cmを 計る。 3段 にわたって幅 2～ 3111111の 凹線文を施す。

その本数は上段から7本、 3本、 5本 となる。さらにその間の区画に三角形の切り込みを 8～ 9 11ull間

隔で設ける。この切り込みは底辺の長さ 4 11ull、 高さは 1 5cmを 計り切り込みは、土器の内面まで貫通

していない。その深さは、 511111程度である。脚端部は、肥厚 して外傾 しその外面に 2条の凹線文を施

す。厚みは脚端部で 13111111、 下段の凹線文様帯付近で 7 mlll、 上段の凹線文様帯付近で再び 1.3 clllと 分

厚 くなり最上部で外傾している。胎土は、砂粒少なく黄褐色を呈する。

壊内出上の勾玉は正確な出土地点は不明であるが、土躾上端のレベルから20 cm位 下位で発見された。

硬玉系統の石質で円孔部分が灰白色、その他の部分は緑色系のまだらもようである。長さ 1 8 clll、 最

大幅 0 95cm、 厚みは円孔部分で 35111111、 反姑側で 5 11ullを 計り角ばって丸味がない。円孔は、直径 5 11ull

の両面穿孔で両者の合わせるところで 1_511111の径を計る。

土壊埋土内から出土 した甕形土器の□縁は外傾し直下に 5条以上のヘラ描き沈線を施すもの。黄褐

色を呈する。 (図 94)
SK-14

【遺構】 当初、掘り方上面の長さ2.36m、 最大幅 88 clllの 大形の上壊墓と思われていたが、調査の

結果、 2基の上壊が隣接 していることが分かった。そのため、西側の上躾墓をSK-26 東側の土壊

墓を従来どおり、SK-14と 呼称する。以下、SK-14の 説明を行う。

掘り方上面の長さは、西壁部分がSK-26と 切り合っており消失しているので正確ではないが、お

よそ 1.29m余 り、幅 81 cm、 底面の長さは 1.07m、 幅は西壁寄りで 41 clll、 東壁寄りで33 5cmを 計る。

深さは、東部で 78 clll、 西壁寄りで 23 clllを 計る。棺側板固定用の溝は、東壁直下にあり、長さ 33 clll、

幅 8 clll、 深さ 9 cmを 計る。これ以外に溝は見当たらなかった。

【遺物】 土装内部の底面から10clll上位までの深さで、土装の東側半分でほぼ全域に管玉が 115個 出

土 した。水平方向のものが多く、平面的にもかたよりのあるようにも思えるのでひもに通 し、遺骸に

つけられた状態で副葬されたことも考えられる。

SK-15

【遺構】 掘り方の上面の長さ1_58m、 横幅 81 cm、 底面の長さ 12m、 幅 44 clll、 深さは 54 clllを 計

る。棺の側板固定用の溝は全 くない。

土壊上面には、短辺の壁側に 3個の石が配列され、申央部のより高いレベルに 5個の石が置かれて

いた。この 5個の石は、土装上面よりも上位となるため、これは埋葬後に石を置いて、標石としたの

ではないか。

SK-15の 南から西にかけては、幅 50～ 60 cm、 深さ 5～ 10 cm前 後の浅い溝がほられている。溝

と、SK-15の先後関係は不明である。

【遺物】 土壊内の副葬遺物は皆無であったが、躾内南西隅に近い箇所でさしわたし11× 12 caに わ

たり、装底から3～ 5 clllの 深さに赤色顔料が検出された。

-118-



SK14・ 26実測図

SK-16

【遺構】 土療上端のさしわたし64 clll× 52 cmの 円形を呈する。深さは 16 clllを計る。底面は、北寄

りに深くなっている。

【遺物】 土壊内の覆土上面から弥生土器の小片が 3片発見されたが、この土装に伴 うものとは見

られない。
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SK-17

【遺構】 土壊の上端のさしわたし99 cm× 73 cm

cmの楕円形を呈 し、深さ41 clllを計る。断面を見

ると、斜面の上部から南側にいくにつれ次第に

断面が袋状となり、壁の途中が外方へふくらん

でいる。そのふくらみの部分で寸法をとると、

1.06m× 087mと なる。つまり、ほぼ 7 cmほ

ど外方へふくらんでいることになる。こうした

形状の上壊は、このA区ではこれ以外に類例が

ない。普通、袋状の上壊といぇば貯蔵穴という

ことが云われるが、SK-17の 場合は深さが

浅 く果たしてそのような機能を果たしていたかどうか疑間である。 第 97図  SK16実 測図

土壊の南半部上面には厚み 2～ 4 clllの 板石が二重に重なり合っていた。

【遺物】 土壊内の遺物は弥生時代の壷形土器が一点出上した。上壊の中央部に松の根が入り込んで

いたが、その根に底部を密着させ、口縁部を北側に向けてほぼ 1個体分の壺形土器が横倒しとなった

第 98図  SK17実 測図
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状態で発見された。この他にも土壊上部の板石

群の下の黒色土層中からも同一個体の破片が発

見されている。

壷形土器は広口で□径 14 5cm、 頚部径は上部

で 9,4 clll、 下部で 10 4 cn、 体部最大径 16 cm、

底径 7 cm、 器高 26 clllを計る。

国縁部は斜めに外傾 し、高さ 6 11ullの 垂直な□

唇部外面には格子目の刻み目文をつけ、その内

面には小型の三角文を押 しつけている。

頚部は高さ 4,7 cmを 計り下方に向けてやや直

径が広がるが、いずれにしても直径は大きい。

外面には、 20～ 23条の沈線を間断なく設けて

いるが、よく観察すると 4～ 5条単位のもので

あることが分かる。この平行沈線文の直下には

小型の三角文が押 しつけられている。体部には

文様がなく外面は上部 4 clllの区間を横方向の、

その下方～底部までは、タテ方向のヘラ磨研調

整を施 している。体部内面はやはり上部が横方

向、中位以下底部までは、斜方向のヘラ磨研調

整を施 している。底部は厚み 1.5 clllを 計りしっ

かりしたものである。 (図 99)

0          5

―

又、躾内堆積土中から出土 した甕形土器は、土壊墓周辺からも出土 しており、口縁部から体部上半

騒ζξ写をニユ[環号負曇 ilずゴほデ]穏種 与≧撮 i:長程借丞〒:4干毎写骨者母≧首曇砥EttSo C.

ド部にススの附着が認められる。胎土は砂粒を殆んど含まず黄褐色を呈する。 (図 99)

SK-18

【遺構】 掘り方上面の長さ20m、 幅 92 clll、 底面の長さ14m、 幅 58 cm、 深さは 54 clllを 計る。短

辺の壁の直下にそれぞれ棺の側板固定用の溝を設ける。すなわち、東の溝は、長さ 56 clll、 幅 15 clll、

深さ 9 cm、 西の溝は、長さ 56 cm、 幅 13 clll、 深さ 8 5 clllを計る。さらに、これら2つの溝にほぼ直角

に交さくする形で短壁の両角部にもくり込みが認められる。すなわち、東北のくり込みは、幅 18 clll

で 20 cm入 り込み、高さ 35 cm余 り、東南のくり込みは幅 17 caで 30 clll入 り込む。西北のくり込みは、

21 clll入 り込み、高さ 35 clll、 幅 9 clll、 西南のくり込みは、幅 12 clll、 高さ 31 cmで 15 cmほ ど入り込んで

いる。

【遺物】 土壊内のやや西寄りの部分で底面から5 cm上の高さまでの範囲に石鏃が 14点出土 した。石

ぶliざく、ド

、  第 99図  SK17遺 物実決
j図  守
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鏃の刃先の方向は一定せず点在 しており、また、先端部を欠くものや、逆に基部を欠くものなど破片

となったものもあり、弓矢として副葬されたものとは考え難い。個体として確認されるものは、黒曜

石製のもの 5点、他に小片が 2片 ある。又、サヌカイ ト質のものは、 9個あり、他に 7個の小片があ

る。

第 8表 黒曜石製石鉄

第 9表  サスカイト質石鉄

ぷ 1 2 3 4 5

長 さ tcm) Ψ 付
逆 界り部 失 グ

(1.7)
越 烈J部員 雰

(1.5)
運刺部矢雰
(1.4)

逆 界J部好

(1.25)

基部幅 Ccm) 1.15 1.20 1.15 1.20 (0.35)

厚 み価 ) 2.5 30 30 2.0

頑 1 2 4 6 7 8 9

長 さCcm) 獅 幹 ク(抹(2.55) 1.70 1.60
死 踊 φ 久 ス

(1 40) 1.30
― 幹 審

(09) 1.55 1.55
丞 蛉 久 欠

(09)
基部幅 Kcm) 1 50 1.30 115 1 10 1.0 1.25 1.10 1.25 1.05

厚 み 輪 ) 3.0 4.0 4.0 2.0 2.5
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第 101図  SK18出 土石鏃実測図
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土躾内堆積土中出土の壷形土器は、体部上半部の破片であるが 3条のヘラ描き平行沈線文をつける

もので、その下部で体部最大径となるようで直径 25 cmを計る。沈線文の上部にやや凹みをつけた部分

のあることが注意される。胎土は、 1～ 2111111の 砂粒を多く合み黄褐色を呈 し焼きはもろい。

SK-19

【遺構】 土装上端の長さ 14m、 幅 75 cm、 深さは東壁で 69 ca、 壊底の長さ 1125m、 幅 56 cmを計

る。東壁直下中央部に、棺側板固定用の溝があり、長さ 25 cm、 幅 5 clll、 深さ 5 clllを 計る。この溝と東

壁の間には厚み 4 clllほ どの板石を置いている。土墳上面付近には、 15個 ほどの転石が配列されている

が、その位置は、ちょうど土壊の上端と下端にかかる部分である。

【遺物】 壊内からは、西半分において管玉が計 25個発見された。その深さは、壊底から 15 clllま で
の範囲である。
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第 102図  SK19実 測図

SK-20

【遺構】 掘り方の上面の長さ 159m、 幅 65 cm、 深さは東壁部で 39 cmを 計る。壊底の長さ 123m、

幅 36 cmを 計る。両側の短壁周辺は 2段 となっている。その直上で土壊上面付近には板石が 4枚重なる

ように琶かれていた。

【遺物】 壊内からは、中央部で管玉が計 38個発見された。深さは、躾底から 13 clllま での範囲であ
る。
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SK-21

【立地】 土装は、貼石方形墓の北俣1の周溝内におさまるように平行にあるが、

-21の南壁の直上にまで到達しているので、 SK-21が古く造られ、後にSK

上に方形墓の貼石と周溝が形成されたことが分かる。

【遺構】 土壊の掘り方上面の長さ 181m、 幅 88 cn、 壊底の長さ 159m、 幅 78 cm、 深さ 61 caを 計

る。東西の短壁直下に棺側板固定用の溝を穿つ。東の溝は長さ62 clll、 幅 1l cm、 深さ 1l cコ を計る。こ

の溝中には厚み 1～ 1 5 clllの 板石が 2枚左右に立てて入れてあり、東壁にくっついている。又、溝の

南側には石が南壁に沿って 2個積み重ねてあり、下方の石は壊底面に密着 していた。西壁の北隅にも

底面近くに転石が 1個置かれていた。土壊内壁上面には転石が四周に配列されていた。

【遺物】 土壊西側の中央部で 44 clll× 30 cnの範囲に管玉が計 44個発見された。出上の深さは、 1個
のみ装底から26 caで、その他の玉は、療底から 15 clllま での範囲である。

0            1m

第 104図  SK21実 測図

方形墓の貼石がSK

-21を無視 してその

-127-



SK-22

【遺構】 掘り方の上面は、長さ 1_97m、 幅 78 cIB、 躾底の長さ 163m、 幅 58 cm、 深さ約 40 cm約

計る。南北の短壁に棺側板固定用の詩を設ける。すなわち南の溝は、長さ 53 cm、 幅 ■ 5 clll、 深さ13

銅、北の溝は長さ 48 cm、 幅 18 5cm、 深さ 7 cmを 計る。これによって遺骸の収納できる平面規模は、

長さ 1 33 mX幅 40～ 45cmと なろう。

土壊の上面中央部には、転石が 3個集中しており、北壁近 くには 1個認められた。

【遺物】 土装中央部において、壌底から 10 clll上方までの深さに石欽 34点が出上 した。その平面的

分布は 78X30 clllの 範囲である。内、黒曜石製のものは、 18個 あり他に小片が 5片 ある。凹基無茎の

ものが大半であるが、平基無茎のものも若千ある。一方、サスカイ ト質のものは、16個 あり、他に小

片が 4片 ある。平基無茎式のものが多い。

0          1m

第 105図  SK22実 測図
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SK-23

【立地】 貼石方形墓の北の周溝の南側斜面に穿たれているが、上部に貼石があり、SK-23が 古
く、貼石方形墓が新しくその上に形成されたことがわかった。

【遺構】 掘り方の上面は、長さ107m、 幅 50 cm、 底面の長さ 76 clll、 幅 25 clll、 深さ約 25 cmを 計る。
南の短壁の両側にくり込みを認める。

【遺物】 土装内からの副葬品は全く発見されなかった。

0            1m

第 107図  SK23実 測図

一〕31-



SK-24

【遺構】 土壊の上面の長さ 125m、 幅 65 cm、 底面の長さ 95 ca、 幅 46～ 37 clllを計る。東西の短壁

に棺側板固定用の溝を設ける。東の溝は長さ 42 ca、 幅 14 ctll、 深さ 1l cm、 西の溝は長さ 39 5 clll、 幅

1l clll、 深さ 5 clllを 計る。これによって遺骸を安置した平面規模は長さ 59 clll、 幅約 35 cmと なる。

【遺物】 土療内の中央部から西部にかけて、 34 cm× 20 clllの範囲に、管玉が計 61個出土した。 この

うち二重連となったものが 2箇所に検出された。このことから、当初はひもに通 した状態であったこ

とが分かる。深さは壊底からHま での範囲であるが、大半は 3～ 6 clllの 深さに集中している。

|

0            1m

第 108図  SK24実 測図
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SK-25

【遺構】 土装上面の長さ 189m、 幅 75 cm、 底面の長さ 145m、 幅 46～ 61 clll、 深さは南壁側で

43 cmを計る。東西の短壁に棺側板固定用の溝が設けられている。東の溝は長さ 37 cm、 幅 4～ 1 l clll、

深さ2 5cmと 平面形はやや変形している。西の薦は長さ 59 cn、 幅 14 cn、 深さ 8 cmを 計る。この溝に

直交するくり込みは、西壁の両側と、東壁の南隅の計三方向に認められ、いずれも10～ 15 cm、 高さ

15 clllほ どのものである。これによって考えられる遺骸を安置した平面は、長さ 128m、 幅 40～ 45

Cmほ どである。

【遺物】 土壊内からの副葬品は全く発見されなかった。

|

0           1m

第 109図  SK25実 測図

SK-26

【遺構】 土療上層に厚み 3～ 5.5 cmの 扁平な板石を内側におき外側にはやや角ばった厚みのある転

石を計 14個 まんべんなく殆んど重ねずに敷き並べている。さらに 20 cmの褐色上をおいて上部にやは

り扁平な板石が多数敷き並べられていたのであるから東側～隣接するSK-14と 一体となってわずか

ばかりの盛土と敷石があったことが注意される。

上壊は、上端長 95 5cn、 幅 52 cm、 深さ 46 cm、 嫉底長 80 cn、 幅 3a5clllの 小形の上壊墓である。東

�
Ｆ
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西両側の短壁の直下に棺板固定用の掘り込みを有する。すなわち、東の掘り込みは長さ

cm、 深さ 14.5 cm、 西の掘 り込みは長さ 39 clll、 幅 14 5 clll、 深さ 5 clllを 計る。これによっ

は長さ 62 crll、 幅 33 5cmと なる。

【遺物】 療内に副葬品はなかった。
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似)B区 墳丘墓

弥生期の墳丘墓と目される墳墓が計 6基確認された。北側に 6号、 1号、 2号がそれぞれ周溝を共

有して連らなり、南倶1に 3号、 4号、 5号の 3基がこれ又周溝を共有して連らなり、北の 3基 と南の

3基 も又周溝を共有しているのである。

つまり、 6基の墳丘墓がそれぞれすき間なく溝を共有し、相接 しているのである。これらの墳丘墓

には基盤上に主体部と目される土壊墓と、同溝内の土壊、それに墳丘墓の外周に位置する土壊墓の 3

種類の遺構が認められる。

そこで、まず墳丘墓の本体から概説 していくことにする。

第 12表  友田遺跡群一覧表 (B区墳丘墓 )

名   称
増 丘 の 形 態 1遺 構 の 形 態 遺 物 の 種 類 と数 量

平面形 長辺 短辺 高 さ
表
誇
外
姉

も K
番 号 即一］

深 さ 特徴 土 器 勾玉 管玉 石鏃

1 口，
略長
方形
上端
1100

総高
11と 暫窪 1-01 卜

くり込
なホh

下端
12i∩ 9R∩ ∩ A∩ 1-02 ０５８一［

くり込
ム

雰十

∩ 氏払 l-03

1-04

1-05‐４０市1-06 U68 くり込
ム

1-07 030 くり込ゑ

2 巧
略長
方形
L
10昂 0４‐靭

0 72
貼
周 2-01

下
19∩∩
57
～R9 0 22 2-02 くり込

み

0 50 2-03 くり込
ム

2-04

2-05 くり込
な∩氏R

2-06
β50
∩とR

2-07 073
くり込
み

2-08

2-09

3 口，
長

形

略

方
上
920 765

贈る
周溝 3-01

l R∩

下
11.30

0 46

4 号
長
形
略
方
上
1050

れ
湊

「
1225 0 68

0 76

号
略長
方形 1075 615

貝占オコ

周溝
5-01 くり込

み

1315 975

0 48

6 号 長方形
6-01
1手予

くり込
な

~つ
00
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名   称
増 丘 の 形 態 1 遺 構 の 形 態 遺 物 の 種 類 と数 量

平面形 長 辺 短辺 高 さ
外 表
怖 勢

臣り方蜘
深 さ 特 徴 土器 勾玉 管玉 石鏃

霞面 長辺

6 号 長方形 6-02 ユ bU U6も 鹿質
9

6-03 200l zl,
くり込
み

6-04
４６

附

6-05‐３０
ｍ
048

6-06２５〇一聞
092
∩R,

6-07
032
074

SK 27 057

SK 28
115

SK 29
n71

Sと【30
中

糞

生

中

弥

期

SK31 025

1号墳丘墓

【墳丘基盤】 東西の上端長 1l m余 り、南北の長さ626mの 略長方形を呈する。東と西の周溝の下

端の距離は 125m、 南と北の周溝の下端間の距離は 98mを 計り、基盤の上端と溝底との差は東濤で

1lm、 西溝で 86 cm、 南溝で 60 cm、 北溝で 12mを 計る。こうして、周囲を削平された墳丘基盤は

黒褐色を呈する旧表土を遺存 している。この基盤上には計 7基の土墳墓が掘り込まれている。

【貼石】 地山を削平して造られた墳裾の斜面には、さしわたし10～ 40 caほ どの角のある転石が多

数確認された。これらの転石は恐らく貼石として置かれたものと思われる。

【周溝】 墳丘墓周囲には周満がまわっている。すなわち東の騰は 2号墳丘墓との間にあり、 2号墳

丘墓側には明確な立ち上がりが無いが、上端幅からS K 31の 西端までの距離は23m、 下端幅からS

K31の 西端までの距離は 70 cmを 計る。高低差は 68 clll。 南の溝は 3号墳丘墓との上端間で 3m、 下端 C

間で 25～ 50 cm。 高低差は 54 clllを 計る。4号墳丘墓との上端間の距離は 4.5m、 下端幅 1lmを 計る。

この部分の溝底中央部にS K 29が所在する。

西の溝は上端幅 2m、 下端幅 40 clll、 深さ 32 clllほ どの比較的細くて深い溝で南部の幅が広く北にい

くにつれ幅が狭 くなる。

北の溝は上端幅 22～ 30m、 下端幅 60～ 70 clll、 深さ46 caあ り、東部の溝中にS K 27が所在す

る。西の溝が最もレベル的に深く、次に北の溝が東方向から開始され一段と高い。

北と西の周溝内からは、弥生中期～後期にかけての甕、高郭型土器が、西～南の溝にかけては須恵

器甕片が表土層から出土 している。

北の溝のさらに外側の平坦な地山面にもS K 28の 長方形土装墓が所在する。

盛土は、墳丘中心部で 54 caを計る。
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SKl-01

%
勿

蒻
/

物

SKl

SKl-04

1号墳丘墓

【主体部】

SK-0

第 112図  1号 墳丘墓主体部実測図

SKl-01 上端の長さ 216m、 同幅 78 cIIl、 壊底の長さ 20m、 幅 66～ 74 cm、 深さ 23 cmを 計

る。両側の短壁直下に掘 り込みを有する。東の薦は長 さ 70 clll、 幅 12 clll、 深さ 6 cm、 西の溝は長さ70

cm、 幅 18 cm、 深さ 7 cmを 計る。内部に副葬品は見当 らなかった。

土壊直上には、埋葬後大石が 3個置かれていたが、その内の最 も東側にあった石は 20× 36 clll、 高

さ 46 cmあ り立てて置き、その底面の周囲には 15× 5～ 6 cn程度の小石を 10個 ほどすえて上の大石を

固定 している。

この大石の上部は盛上の表面まで到達 し一部露出していた。恐 らく墓標として用いられたのであろ

う。

SKl-02 上端の長 さ 234m、 幅は東部で 58 clll、 西部で 54 cm、 底面の長さ 225m、 幅 50 cm、

深さ 26 clllを 計る。西壁か ら 13 clll離れた壊底に掘 り込みがある。すなわち、長さ 46 clll、 幅 19 clll、 深

さ 4 clllを 計る。土壊の中央部直上の盛土中には、 18× 23× 15 cmほ どの転石が 1個 あり、さらに土壊
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の東側盛土中にも 5個ほどの転石が集中して盛土中に含まれていた。これは恐らく墓標の役割りを果

したものと考えられる。

SKl― o3 上端長 174m、 幅 56 clll、 底面の長さ 156m、 幅 40 cm、 深さ 18 cnを計る。西壁直下
に掘り込みがある。「すなわち、長さ 32 cln、 幅 6 cm、 深さ 18 clllを 計る。目1葬品は皆無であった。

SKl-04 上端長 lm、 幅 60 clll、 底面の長さ 90 cm、 幅 46 cm、 深さ 31 clllを 計る。幅の割りに長
さの短かい小判形の上壊である。土躾内からは何ら遺物は発見されなかった。

SKl-05 上端長 1.4m、 幅 44 clll以上、底面の長さ 92 cm、 幅 34 clll、 深さ 30 clllの やや小型の上
壊である。土壊内からは何 ら遺物は発見されなかった。

SKl-06 上端の長さ216m、 幅 60～ 90 cm、 底面の長さ204m、 幅 50～ 58 cm、 深さ 30 cm
を計る。両側の短壁直下に落ち込みを有する。すなわち、東の溝は長さ 58 clll、 幅 26 cn、 深さ 14 cm、

西の溝は長さ 56 cm、 幅 18 clll、 深さ 26 cmを計る。副葬品は皆無であった。

SKl-07 上端長 202m、 同幅 70 cm、 底面の長さ 19m、 同幅 50 cm、 深さ 30 cmを計る。西壁
直下に掘り込みを有する。すなわち長さ 42 cm、 幅 8 clll、 深さ 6 clllを 計る。副葬品は皆無であった。

出土遺物の概要

墳丘墓に関連した遺物は北側の周溝の底部で多く確認されたが、墳丘墓上には皆無であった。盛土

中や盛土層下の旧表土上面からは、主として甕の底部などが出上 しているが、墳丘墓築成以前のもの

である。

1 北溝第 1群中のもの。□径 13 8cmを計る高杯形上器の破片で杯部下半部から脚部を欠 く。□縁
端部は平坦で幅 7 11ullを 計る。□縁部は内外面共に横方向のナデ調整を施す。□縁直下に 2条の細い沈

線を施す。郭部は平球状に内傾し、外面は斜方向のヘラ磨研、内面は荒い刷毛目調整を施 している。

砂粒少なく、焼きは硬い。灰黒色を呈する。 (図 1)

2 北溝第 1群中のもの。□径 23 6 cllを 計る高杯形土器の破片で、郭部下半部から脚部を欠く。□
縁端部は幅 1.6 clllほ どの平坦面をなし、幅の太い 3条の凹線を施す。

国縁部直下は、急に厚みをへらし 7 dllllほ どとなる。その部分から体部にかけては急激に内傾してい

く、破片先端部では厚み 6 11Lll、 これと同一個体のものと思われる円板状の粘上のかたまりは、この高

郭部底部に取り付けた粘土板と思われる。直径 5 clll、 中心部での厚み 1 5 clll、 郭部との接合部での厚

みは 4.5111111を計る。 (図 2)

3 北溝第 1群中のもの。底径 1l cmを 計る高郭形土器の破片で□縁部を欠失する。現存高 12 clll、
郭部と脚部の明瞭な区分がなく外形は上下対称的である。

しかし内面において、郭底部に粘土板を付けた痕跡が遺存 しており、この部分から上が必部、下方

が脚部となる。外面は殆んどタテ方向のヘラ磨研調整を施 している。そのヘラの幅は 3～ 4 HHllを 計る。

脚部外面は横ナデ調整、同内面は底部近くを 2段 にわたり横方向のヘラ削り調整を施す。その上部に

はしばり痕を残す。厚みは郭下半部で 611111、 脚最小径部で 1 0 clll、 脚端部で 9 11ullを 計る。胎土は石英
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第 113図  1号墳丘墓遺物実測図(1)



粒の少ないもので焼成はややもろい。全体に暗灰色を呈する。 (図 3)

4 北溝中第 1群 と第 2群の中間で出土。底径 4 6cmを 計る。小型の甕又は壷の底部である。底内
面中央部はややふくらみ厚み 6 11ull、 休部の先端で 4 dullを 計る。胎土は、砂粒少なく、内面暗褐色、外

面は赤褐色から黄褐色を呈する。 (図 4)

5 北溝中第 3群出土のもの。台付壷又は台付甕の破片で体部上半部から回縁部を欠く。底径 62
clll、 台の端部の厚み 8.5 11ul、 底部の厚み 4511111、 体部の端の厚み 4 dlllを 計る。台の高さは 6 5 Hullで体

部は徐々に内傾 して上がる。砂粒は少なく焼成は良、明褐色を呈する。 (図 5)

6 西溝中第 4群出土のもの。甕形土器の破片で□縁部と体部下半部を欠く。体部は最大径 22 clll
を計り、ややふくらみをもち、下部でススの附着が認められる。頚部から□縁部に向けて著るしく外

傾する。厚みは体部最大径で 5 5 11ull。 内面の調整は不明、内面黄褐色、外面は吻褐色を呈する。 (図

6)

7 西溝溝中の第 6群出上のもの。ほぼ 1個体分の台付甕形土器である。口径 12 6 cm、 頚部径 ■
l cm、 体部最大径 15 4 cm、 高台の径 5 7 clll、 器高 18 8 cmを計る。□縁は、頚部からくの字に折れて

外傾 し、日縁端部に幅 811111の 平坦面を形成する。その面にまず斜行の平行線文を刻み、次に中央部に

凹線をつけて切断し、(又はその逆の順序)、 最後に直径 4～ 45111111、 厚み l dullほ どの円形浮文を 5 11ul

前後の間隔を置いて 3個ずつ 1か所に配列 している。これは全体で 4か所に配置してあるものと思わ

れる。

頚部直下は 7 11ullの 区間に横ナデ調整を施 し、それ以下の体部はタテ方向の細かいハケロ調整を施 し

ている。体部最大径付近には幅 911111の 区間にクンロ状工具による斜行刺突文を勉 している。

体部内面は、頚部以下をまずクシロ状工具によりかき上げた後、底部から7 cm上方までの区間ヘラ

状工具により削り調整を施 している。体部の厚みは 4～ 5511111を 計る。下半部には一部ススが附着し

ている。高台は中央部で 95111111高 くなり、厚みは 5 Eullを 計る。脚端部は下外方へ延びている。出土 し

た時、体部中央部に 10× 1 5cnほ どの穿孔のあることを確認したが、取り上げの際、細かく砕けた
ので図示していない。

穿孔部分は溝底に接していた。 (図 7)

8 2区 の盛土層下、黒色土層上面 (旧表土 )か ら出土。体部下半部を欠く甕形土器である。□径
17.l cm、 国縁部は l cmほ ど外傾する。外面は□縁端より2 cm下 で細かい刷毛目調整、口縁部や頚部は

横ナデ調整を施す。内面は、口縁端から1 5cn下方まで横ナデ、それ以下 1.5 cnま での区間に斜め方

向のクシロ調整を施 し、以下体部内部は不明瞭であるがヘラ磨研と思われる。胎上には、 1～ 21111の

砂粒を合み焼成は硬い。内面は明褐色、外面は黄褐色を呈する。 (図 8)

9 1区 の旧表土から出土。底径 10 3 clll、 底部の厚み 1 7 clll、 体部の厚み 0 9 clllを計る。黄褐色を
呈する。 (図 9)

10 2区 の旧表土上面から出土。壷又は甕の台部である。台部は高さ 1.2 clll、 底径 7.2 cm、 端部は

幅 l cmの平坦面を成す。底部の厚み 7 dllll、 体部の厚み 611111を 計る。 (図 10)
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11 1区北側表土直下の盛土層中より出土。黒曜石製の

石鏃の半製品である。長さ 2 9cm、 幅 2 1cm、 厚み 4 1cn

を計る。 (図 11)

遺物の検討

1、 2の高郭形土器は、杯部が半球状で□縁端部が水平

方向の平担面をもつという特徴をそなえている。

こうした特徴をもつ高杯形土器の類例としては、県内で

は安来市大塚町殿河内所在の八脇谷遺跡のA地区第 1号住

居跡床面出土のものや、出雲市天神町所在の天神遺跡、同

市古志町所在の下古志遺跡出土品、八束郡美保関町福浦小

学校敷地遺跡、適摩郡仁万町坂灘遺跡出土品の中に求められ

る。これらの高郭は弥生時代中期中葉に属するものである。

いずれにしてもあまり出土例はない。

県外では、岡山県倉敷市菰池遺跡や広島、中山遺跡出土
O          Styn 第 ■4図

1号墳丘墓出土遺物 (21
の高界に類似する。畿内の第二様式併行で、やはり中期の中葉頃のものである。

3は県内では類例がない。県外では岡山県高本遺跡出土品に類品がある。やはり中期中葉頃に位置

づけられている。

5は台脚を付けるもので、台脚だけをとりあげると県内では江津市波来浜遺跡にみられる。弥生後

期後半頃とされる。県外では鳥取県新袋川遺跡の壷形品にみられる。中期後半に位置づけられている。

6は薄手の甕形土器で、口縁部は恐らく、くの字形に外傾するものであろう。県内では出雲市、天

神遺跡に類品があり、中期中葉に位置づけられている。

7は□縁端部の装飾文様の特徴から中期中葉頃のものと思われる。類品はない。

がと

'S憂

残こ云憲:二壱ど:も

ので、益田市、安富遺跡、松江市タテチョウ遺跡出上のものに類品

 奄

2号墳丘墓

【墳丘基盤】 東西長 12m、 南北長 5.7～ 59mの 範囲の地盤を切削加工 し、その内恨1に東西長 10.

5m、 南北長 41～ 42mの増丘基盤を形成する。比高は南の溝底から22 clllを 計る。さらにこの墳丘

基盤の東部に隣接 して、 20 cm余 り低い平坦面が形成されておりその範囲は、東西長 515m、 南北長

49mあ り、上部の平坦面は東西長 45m、 南北長 4mを計る。しかしながら、基盤の東端は後世の

溝の形成によって掘削されており、さらに数 10 cmは 東側へ延びることが考えられる。

【溝】 南側を東西にはしる薄は、溝底の幅 30～ 70 clllを 計る。東側には存在 しない。北側はすり然

状の土壊 S K 30と S D 03の中間に遺存する。溝底の幅 1,65m、 墳丘基盤上端からの深さは、 28 clll

を計る。

【盛土】 中央部で 50 clll、 墳丘基盤の上端で 36 cllを計る。主として褐色上、暗褐色上を盛る。東部
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の平坦部では 25 clll前 後を計る。

【貼石】 西側には全く認められず、南と北側の騰中には落ちこんだ石が遺存している。東側の裾で
は、さしわたし30釦前後の大石が 10個余り最低 3列 あり、貼石と思われる。

【遺構】 中央の墳丘基盤 _Lには計 6基の土壊墓が集中しており、さらに東部の一段低い平坦面の東
端にも 1基確認された。西部の 1号墳丘墓側には、ほぼ 4m四方の範囲に不定形の上媛 (sK2-08)
が確認された。この土壊の直上で表上の直下には大きな転石が集中しており、そのかたわらから古銭が 11
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第 ■6図  2号墳丘墓主体部実測図(1)
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個発見された。土療の壊底か らは、弥生土器の破

片が発見された。

中央基盤上の上壊墓

SK2-01 掘 り方の上面の長 さ251m、 幅

13m、 土壊底面の長さ 232m、 幅 72 cn、 深さ

40 cmを 計る。東西の短壁直下に掘 り込みを有す

る。すなわち、東の掘 り込みは長さ 65 cm、 下幅

14 clll、 深さ12 5cm、 西の掘 り込みは長さ 55 cm、

下幅 12 cm、 深さ 12 clllを計る。

0______■ ml

第 ■7図  2号 墳丘墓 SK2-07実 測図(2)

掘 り方の内側には淡緑色の粘性上が 4～ 7 clllの 幅をもって点 々と長方形にまわっていることが注意

される。その長さは 227m、 幅は西側で 69 clll、 東側で約 60 cnを 計る。恐 らく、これは棺の外周の範

囲を表わ したものと思われる。こうした例は、 1号増丘墓ゃ 6号墳丘墓の各土壊墓、又 2号墳丘墓の

SK2-02で も確認され、本墳丘墓群では通有の形態である。この粘性土は純粋な粘土ではなく、

深さも 5 clllま でで、棺の目張 りをしたとかいう実質的な機能は果 していないもので、今のところ用途

不明である。棺の内法は、長 さ 166m、 幅 70 clllと 推定される。

SK2-02 旧表土面まで削 り下げたところ、東西長 3.3m、 南北長 175mの範囲に褐色の軟質粘

性上が内狽1に、地盤である明褐色粘性上が外側に認め られたので、この内側の部分が上壊の掘 り方で

あろうと思われた。これを掘 り進めたところ、大小 2つの上壊墓があらわれた。 SK2-02は この

内、南のより大きな土壊墓である。 SK2-03は 、 SK2-02の 北西側に切 り合 って所在する。
両者の切 り合いによる前後関係は、 SK2-03が SK2-02の 掘 り方を切って掘 り込まれてい
ることから、 SK2-03が 新 しく、 SK2-02が より古 くかつ大きさか らいって主体的なものと

考え られる。

SK2-02は 、前述のとおりまず東西長 33m、 南北長 175mの範囲の地山を 6～ 1l cmほ ど浅
く掘 り下げた後、やや南寄 りに東西長 235m、 南北長 72 clllの範囲に褐色の軟質の砂質上が認められ

これが墓壊と思われた。この墓装の東の上端線上には、奥行 1～ 4 cnで厚み 1～ 2 clllの 淡緑色粘性土

が詰められていた。 これは、 SK2-01に も見 られた特異なつ くり方である。掘 り下げたところ、

東西長 2_52m、 南北幅 1.lm、 壊底の長さ 227m、 幅 70 clll、 深さ 35 cmの長方形墓装で両短壁の直下

に掘 り込みを有する。すなわち、東の掘 り込みは長さ 66 cIIl、 上幅 14 cm、 下幅 8 clll、 深さ 22 cmを 計る。

西の掘 り込みは長 さ 64 cm、 幅 14 cm、 深さ 28 cmを 計る。墓壊底面の東部には赤色顔料が散在 していた。

その箱囲は 40 clll× 50 cmである。

SK2-03 掘 り方の上端の東西長 161m、 南北長 48 clll、 装底の東西長 145m、 南北幅 42 cn、
深さ 10 cmを 計る。東西両短壁の直下には掘 り込みがある。すなわち、東の掘 り込みは長さ 37 cll、 下

幅 7 cm、 西の掘り込みは長さ40 cm、 下幅 6 cm、 深さ 12 clllを計る。冨1葬品は皆無であった。遺骸を安置

できる棺の内法は、長 さ 1.19m、 幅 42 clll、 深さ 7 clll以 上と推定される。
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SK2-04 SK2-03の 北側に平行 して隣接する。上端長 14m、 幅 53 clll、 壊底の長さ1_25

m、 幅 43 clll、 深さ 12 clllを計る。棺固定用の掘り込みは全くない。副葬品は皆無である。

SK2-05 SK2-04の 東側に設けられた隅丸長方形の上壊墓である。上端長 183m、 下端長

158m、 上端幅 64 cm、 下端幅 53 cm、 深さは南壁から26 cmを計る。両短壁の直下に掘り込みを有す

る。すなわち、東の掘り込みは上端で 40X19 cm、 下端で 31× 8 cm、 深さ 10 clllを計る。西の掘り込

みは上端で 44× 10 cm、 下端で 33× 10 cm、 深さ 6 cmを 計る。

SK2-06 SK2-01の 南側に平行 して隣接する。上端長 1475m、 幅 50 clll、 下端長 142m

同幅 43 clll、 深さ 10 cm前 後を計る。

SK2-07 2号 墳丘墓東部の一段低い平坦面の東端に所在する。中軸長を東西方向に向ける。東

部を後世の溝によって切断されている。上端の東西長は225m(推 定 )、 幅 86 clll、 下端長 213m

(推定 )、 同幅 73 clll、 深さ 7 cmを 計る。西側の短壁直下に掘り込みを有する。上端長 56 cm、 同幅 30

cm、 下端長 44 cm、 同幅 20 cm、 深さ 8 clllを 計る。

SK2-08 地山面を 4m四方にわたり不定形に掘り込んでいる。深さは、東側の上端からだと

535mあ るが西方向へ上端が下がっていくので、西部ではあまり高低差がない。堆積土は落ち込み内

に明褐色土が入っており、下部は黒褐色土となり、炭化物と弥生式上器の破片が入っている。

墳丘墓より古い段階の土竣であろう。上層から古銭が H枚出上 した。 (第 119図 )

出土遺物の概要

墳丘墓に関係 した遺物は、 1区 と4区の北溝中から多く出上 した。又、墳丘墓築成以前のものは、

盛土層中と盛土層下の旧表土上面から出上 した。

1 4区北溝中から出土。□縁部と郭底部を欠く高郭形土器である。底径 9,4 cmを 計る。外部は急

激に外傾して立ち上がり脚部との接合はきつく曲がる。脚部では再び下方へ向けて広がり、脚端部に

おいてやや肥厚 し、一条の突帯を設ける。脚部には、三面形の透 し孔が 2 cm余 りの間隔をおいて計 8

箇所設けられている。すかし孔は、高さ 3 clll、 底辺の長さ 9111111を 計る。厚みは、邦部上半部で 5 11ull、

接合部に近いところで 8 11ullを 有し、接合部で 9 5 11ull、 脚端部で l clllを 計る。郭部内面は、上部を荒い

間隔のナデ調整、底部付近は細かいナデ調整を施す。郭部外面は、上部を横方向のナデ調整、脚部に

近い部分を斜方向のナデ調整をする。脚部は内外面共に横方向の細かいナデ調整を施す。

2 高郷形土器の口縁部の破片で外面に太い 4条 の平行凹線文をたす。 1と 同じ地点で出土。

3 高郭形土器の脚部の破片で脚端部内面を削り調整 したもの。 1と 同じ地点で出土。

4 1区 の北側に所在するSK30に 至る急斜面の南西部黒色土層中より出土。無頚壷形土器で、

体部の下半部から底部を欠く。□径 11 4 clll、 体部最大径 18 6 cm、 現存高 10 15 clllを 計る。□縁部か

ら体部最大径部分までは内傾し、□縁直下に 4条の平行突帯をつけ、 4か所において突帯の上から垂

直方向に粘土ひもを付けている。さらに、その中間に直径 35111111前後の円孔を 1 5 clll間隔で 2個ずつ

2箇所に設けている。これらの文様帯の下には 6～ 8条単位のゆるやかな波状文帯が 9 11Ell続 き、さら

にその下方 3 8cnの 区間に 4条単位のクシロ状工具による格子目文様帯が施されている。この文様帯
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の上部に一部赤色顔料 (橙色系統 )が遺存していた。格子目文様帯の下は体部最大径になるあたりで

あるが、 7条単位の横方向の平行沈線文があり、その下方に 7個単位のクン描列点度が斜め方向に施

されている。その下方は、やや斜め方向のヘラによる磨研調整がたされている。この区間には一部赤

色顔料が遺存している。□唇部は、幅 7111111の平坦面を成 し、内面に 0 5 1ullほ どのふくらみをつけてい

る。 4粂の平行突帯までは、横方向のナデ調整それ以下は斜方向の荒いナデ調整を施す。厚みは、波

状文帯付近で 5 11ull、 体部最大径付近で 3 5 11ull、 下半部で再び厚みを増し4 5 11ullと なる。全体に黒色～

淡褐色を呈し、胎土は砂粒を合みややもろい。

5 4と 同じ地点で出土。底部の破片で平底である。底径 3 6cm、 厚み 5 11ullを 計り、外面は、タテ

方向に磨研 している。底部付近は、黒色、体部にかけては淡黄色を呈する。

6 4と 同じ地点で出土。蓋形土器である。直径 9 8cm、 端部の厚み 7.5 1ull、 中央部は載頭円錘形

を呈 し、中央部で厚み 1.4 cm、 高さは 2_55 clllを 計る。平坦部に左右 2孔ずつ円孔を穿つ。全面、指か
に

目の細かい布でナデて調整している。胎土は、細かい砂粒を若千合み焼成はもろい。明褐色を呈する

無頚壷とは、直径が合わないので必らずしもセット関係にならない。

7 4区 北溝中から出土。□径 11 8 cmを計る小型の甕形土器の破片で体部下半部を欠失する。□縁

部は著るしく外傾 し□唇部でやや厚みを増 し5111111を 計る。頚部で 511111、 休部最大径付近で 411111を 計る。

体部外面には、垂直に近い斜め方向のクンロ調整を施し、ススが附着している。頚部外面から口縁部

を径て同内面に至るまでは横ナデ調整、休部内面は斜ナデ調整を施す。休部内面は明褐色、同外面は

黄褐色を呈する。

8 7と 同種、同規模のものである。□径 ■ 6 clllを 計り、体部下半部を欠く。

9 4区 のSK30内の堆積土中から出土。□縁がラッパ状に開く式の壷形土器の頚部付近の破片で

ある。 9条の凹線文を施 し、最小径 6.O cmを 計る。内面にしばり痕を残す。 (第 131図 4)

10 1区北溝の黒色土層中から出土。□縁部に向ってラッパ状に開き、口縁端部が水平面を形成す
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研を施し、その上部は 7 11ullの区間に5条の浅い沈線を施 し、さらにその上部に 6 11ull幅 の刻目突帯をもう

け、その上部に再び 5条の浅い平行沈線をつける。その上部は、 l clllほ どの無文帯をおいて、再び深

い平行沈線文様帯が始まる。厚みは、 8 11ull前 後を計る。

11 1区 北側周溝内、暗褐色土層中から出土。壷又は甕の台部から体部下半部にかけての破片であ

る。台部底径 6 5cmを 計り、高さ3 8cm端部で外方へやや肥厚する。底部に粘土板を取り付けた痕跡

が認められる。厚みは、台部で 4111111、 接合部で 1 l clll、 体部で 5 11ullを 計る。胎土は、砂粒少なく良質

のもので、焼成も良い。褐色 を呈する。

12 1区北側周溝内出土。壷又は甕の台部から体部下半部である。台部底径 6 3 clll、 高さ 1 3cШ を

計り、端部は、幅 5.5 11trllの 平坦面を形成する。底部の厚み 4～ 6 11ull、 体部は 4 11ullを 計る。胎土は 1～

2 11ullの 砂粒多く合み、黄褐色を呈する。
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13 1区 北側周溝内出土。底径 8 8cm、 厚み 2 1cmを 計る底部である。外面は、刷毛目調整を施 し、

明褐色を呈する。

14 1区 、墳丘墓北側出土の底部、底径 8 7 clll、 厚み 2 1cmを 計る。外面やや面取 りを施 し、黄褐

色を呈する。

15 1区 墳丘墓北側斜面出上の底部。底径 8 0cm、 厚み 1 5cmを計る。

16 1区 周溝内出上の底部。底径 12 0 clll、 厚み 1 8 cmを 計る。 l lllllの砂粒多い。黄褐色を呈する。

17 4区 の墳丘斜面出土の底部。底径 5 6 clll、 厚み 4 5cmを 計る。底外面は、黒褐色、体部に向け

ては、黄褐色を呈する。

18 1区 、石列外側の黒色土層中出上の底部。底径 6 8ca、 厚み 611111を 計る。外面はヘラ磨研調整

を施 し、胎土は、 l llllllの砂粒多 く、内面は黄褐色、外面は、暗褐色を呈する。

19 2区 周溝内出土。黒曜石製の石鏃である。刃先と基部を欠 く。現存長 2 1 cIIl、 厚み 3 5 11ullを 計

る。

20 3区 の盛土層中の表土直下か ら出土。高杯形土器の頚部から脚部にかけての破片である。頚部

直下に 5条の太い沈線を施 し、さらにその下方に浅い 3条の沈線を施す。さらにその下方に直径 6 Eull

の円孔を、 10～ 1.6 clll間 隔で 16個前後あけるものである。脚部最小径は 7.3 cnを 計る。内面に しばり

痕を残す。

21 4区西側の盛土層中か ら出土。底台部である。底径 6 2cn、 高 さ 8 5 11ull、 端部は、幅 711111の 平

坦面を形成する。底部の厚み 95111111、 体部の厚み 7111111を 計る。胎土は、緻密で硬い。黄褐色を呈する。

22 1区 墳丘斜面盛上の内、暗褐色土層中から出土。底径 ■ 7 cm、 厚み 1 6cm、 体部の厚み 1 lcm

を計る。

23 1区盛上の内、暗褐色土層中から出土。底径 9 clll、 厚み 1 5 clll、 体部の厚み 9 11ullを 計る。 1～

1 5 11ullの 砂粒多 く黄褐色を呈する。

24 1区 旧表土上面から出土。底径 8 5 cll、 厚み 1 7cm、 体部の厚み l clllを 計る。 1～ 2 11ullの 砂粒

を多 く合み、明褐色を呈する。

25 1区東側石列付近の旧表土中から出土。底径 8 6cm、 厚み 1 4cm、 体部の厚み 9111111を 計る。外

面は、タテ方向のカキロ調整を施す。

26 25と 同 じ地点から出土。底径 6 9 clll、 厚み 6 5 allll、 体部の厚み 4 11ullを 計る。内面黄褐色、外面

黒褐色を呈する。

27 4区から出土。茶色のチャー ト質もしくは玉賄系統の石材の片側に刃を付けたもので、長さ4

3 clll、 幅 2.8 clll、 厚み 6 5 11ullを 計るqス クレーパー型石器である。

遺物の検討

1、 2、 3は、三角形の透 し孔を有する低脚の高郭の形状から、出雲市天神、同市下古志遺跡出土

の高郭と同類であろう。県外では、広島県中山遺跡などに見られる。中期中葉頃のもの。
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4は 、櫛目文を豊富に施 した無頚壷で、

八束郡鹿島町古浦遺跡の無頚篭、県外で

は岡山県倉敷市菰池遺跡出土品に類例が

あ り、中期中葉か ら後葉にかけての土器

である。

7、 8は 、出雲市天神遺跡出土のもの

に類例があり、中期中葉のものである。

9は、高郭形土器とすれば、邑智郡石

見町中野の余勢の原遺跡、仁多郡横田町

大宮の代山遺跡、適摩郡仁万町の坂灘遺

跡、出土の高界の頚部に類似する。いず

れも中期後葉のもの。

20は、9と 同様高杯形土器の頚部から
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第 119図  SK2-08直 上出土の古銭

脚部にかけての破片であるが、沈線文帯の下方に円孔を突つことが特徴である。この特徴は、岡山県

地方の中期中葉頃の高外に類例の多いものである。

SK29 1号 墳と 4号墳の中間の周溝に所在する。 385m× 28m、 深さ 57 cmの平面楕円型、断

面す り鉢状の上装である。内部に角のある転石が多数入 り込んでいた。さしわた し 15～ 50 cmほ どの

ものである。これが墳丘墓か らの落ち込んできた貼石なのか、土躾に伴 うものかは不明である。墳丘

墓 とこの上壊 との先後関係については全 く不明であるが、土壊内にも黒色土が分厚 く堆積 しており、

そう隔たるものではない。

SK30 上端東西長 45m、 同下端 29m、 南北上端長 35m、 同下端長 2m、 深さ 12mを 計る。

SK29と 同様に平面は楕円型、断面はす り鉢状を呈する。
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°

c

期にかけてのものであることが分かった。

この上躾は形態的にSK29と 同種のものであることか ら同 じ性格を有するものと思われる。

SK31 2号 墳丘墓 と 5号墳丘墓の中間の浩中に所在する土壊で、 75× 68 clll、 深さ 25 cm余 りを計

る。 下端はやや南部にかたよるが、北と東にピットを穿つ。北狽1の ピットは 16 5cm× 14 cm、 深さ26

clnを 計る。東の ピットは 5 cm× 5 cm、 深さ 9 clllを 計る。内部の堆積土か らは、若千の角礫の他弥生時

代の甕形土器の破片が出土 した。かなり散在 した状態でまとまりを示さない。

SD-03 2号 墳丘墓の北東か らスター トして長 さ22m以上、幅 17～ 20m、 深さ 70～ 90 clllを

計 り、内部堆積土は上部から褐色、暗褐色となっている。 この堆積上中には、 おびただ しい数の転

石が入いり込んでいた。これ ら転石は 20～ 40 cmの もので、主として褐色～暗褐色土層中に合まれ下

層には含まれていない。

-150-


